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序     文 
 

国際協力機構は、ベトナム社会主義共和国政府からの技術協力の要請に基づき、2009 年 3 月か

ら約 3 年間、技術協力プロジェクト「ベトナム都市計画策定・管理能力向上プロジェクト」を実

施しています。 

協力開始後約 2 年が経過するにあたり、当機構はプロジェクト実施機関と合同により本プロジ

ェクトの目標達成度や成果等を分析するとともに、プロジェクトの残り期間における課題や今後

の方向性について確認することを目的とし、2011 年 4 月 17 日から同年 4 月 30 日まで、当機構経

済基盤開発部都市・地域開発第一課長 林 宏之を団長とする中間レビュー調査団を同国に派遣し

ました。 

調査団は、過去の投入実績や活動の達成度を確認し、ベトナム社会主義共和国政府関係者との

協議等を通じ、プロジェクトの運営に対して必要な提言を行いました。 

この報告書が本プロジェクトの今後の推進に役立つとともに、本技術協力プロジェクトが両国

の友好・親善の一層の発展に寄与することを期待いたします。 

終わりに、本調査に対しご協力とご支援をいただいた両国の関係者の皆様に、心から感謝の意

を表するとともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

平成 23 年 5 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

経済基盤開発部長 小西 淳文 
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評価調査結果要約表 
 

１.案件の概要 

国名：ベトナム 案件名：都市計画策定・管理能力向上プロジェクト 

分野：総合地域開発計画 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：経済基盤開発部都市・地

域開発第一課 
 

協力期間 

（R/D）：2009 年 3 月～

2012 年 5 月 

先方関係機関：建設省、同省ベトナム建築・都市農村計画

研究所、都市開発庁 

（延長）: 日本側協力機関：国土交通省 

（F/U） : 他の関連協力： 

１－１ 協力の背景と概要 

ベトナム国（以下「ベ」国）では、急速な経済発展にともなって全国的に都市化が進み、ハノ

イ市やホーチミン市のような大都市においては、農村地域からの急激な人口流入、住宅不足、違

法建築の横行、交通渋滞、水不足、環境悪化等が複合的に絡み合い、都市問題として顕在化して

きている。このままの状態で経済発展が進展すれば、このような都市問題は大都市のみならず、

他の中小都市においても近い将来顕在化することは必至であり、適切な都市計画の策定とその管

理の必要性が強く認識されてきている。 

 「ベ」国政府は、2004 年に建設法を施行し、地方人民委員会が都市計画（空間計画）を策定す

ることを義務付けし、その後関連政省令の整備を行った。さらに、「ベ」国政府は建設法等の法

律に分散された都市計画関連条文を集約化し、更に新たな条文を加え、2010 年 1 月に新しく都市

計画法を施行し、以後、都市計画法施行のための関連法令が整備されているところである。この

ように都市計画の法制度面の整備が進められているものの、「ベ」国の都市計画策定手法は依然

として従来の社会主義計画経済体制時代からのトップダウン型手法が主流であり、近代化が課題

となっている。 

 JICA は 2004 年から 2008 年まで「ハノイ市総合都市開発調査」を実施した。「ベ」国側は特に

この調査のプロセスと成果に注目し、データに基づいた科学的な都市計画策定手法の導入の必要

性を強く認識した。 

 このような状況のなか「ベ」国建設省（Ministry of Construction: MOC）は、都市計画策定・管

理手法の近代化から、実務的なマニュアルの整備、地方人民委員会の都市計画担当職員に対する

研修コースの立上げまでに至る能力強化の必要があるとして、我が国に対しベトナム建築・都市

農村計画研究所（Vietnam Institute for Architecture, Urban and Rural Planning :VIAP）をカウンター

パート（C/P）機関とする技術協力プロジェクトの支援を要請してきた。 

 本プロジェクトは、2009 年 3 月から 2012 年 5 月にかけて、ベトナム都市計画研修センターが

新しい都市計画手法に基づき都市計画策定・管理に係る研修コースを実施できるようになること

を目的として実施中である。具体的には、都市計画策定マニュアルの作成、都市計画策定マニュ

アル検証のためのケーススタディ実施、研修コースの整備及び研修講師育成、新しい都市計画マ

ネジメント・ツールの提案、ベトナム都市計画研修センターの設立に係る技術協力を行うもので

ある。 

 本プロジェクトは現在、1 名の長期専門家（都市計画制度・マネジメント）、業務実施契約によ

りシャトル型で短期の専門家が複数活動を行っている（チーフアドバイザー/都市・地域計画、



都市計画基盤調査・社会調査/ケーススタディ管理、空間計画/土地利用計画、等）。活動は「ベ」

国側の手続きの遅れや CP への確実な技術移転を実施するためにケーススタディに時間を要して

いること等により、全体的に遅れが見られる状況である。 

 

１－２ 協力内容 

（１）上位目標 

ベトナム都市計画研修センターを通じて、地方人民委員会の職員が自ら都市計画を策定・

管理できるようになる。 

 

（２）プロジェクト目標 

ベトナム都市計画研修センターが、新しい都市計画手法に基づいて、都市計画策定・管理

に係る研修コースを実施できるようになる。 

 

（３）成果 

1.都市計画策定マニュアルが作成される（都市計画策定手法の改善）。 

2.ケーススタディとして、モデル地方省・都市の都市計画が策定される（都市計画策定マ

ニュアルの検証）。 

3.研修講師が育成される。 

4.研修コース（カリキュラム/シラバス、研修教材、実施要領）が整備される。 

5.新しい都市計画管理手法（マネジメント・ツール）を提案する。 

6.ベトナム都市計画研修センターが設立される。 

 

（４）投入（評価時点） 

日本側： 

長期専門家派遣:17.50 人・月 機材供与:135,417 米ドル 

短期専門家派遣:68.24 人・月 ローカルコスト負担:30,975 千円 

研修員受入:18 名 第三国研修：1 名 

その他:ローカルコンサルタント配置 219.9 人・月 

相手国側： 

カウンターパート配置:日本人専門家の分野毎の配置、マニュアルチーム 23 名、ケースス

タディチーム 22 名、ハイヅォン市（ケーススタディ対象市）13 名 

オフィス提供 

その他:第一研修室の整備費用 

２.評価調査団の概要 

 調査者 林  宏之 総括  経済基盤開発部都市・地域開発第一課長 

荻原 達朗 都市計画制度 （財）都市計画協会 専務理事 

松原 千枝子 評価分析 株式会社シー・ディー・シーインターナショナル

船場 玲子 協力企画 経済基盤開発部都市・地域開発第一課 

調査期間  2011 年 4 月 17 日 2011 年 4 月 30 日 評価種類：中間レビュー調査 

 

 

 



３.評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（１）成果 1：都市計画策定マニュアルが作成される。 

都市計画策定マニュアル案の主要部分は作成済みであるが、最終版作成に向けケーススタ

ディの経験・教訓に基づき改定作業を行う必要がある。マニュアルに対する期待がかなり高

いこと、今後設立される予定の研修教材や研修コースのベースとなる予定であることを考慮

すると、カウンターパート自らが主体的かつ積極的に改定作業に携わるならば、成果 1 は

2011 年内に達成される見込みである。 

一方マニュアル改定には相当の業務量が求められるため、限られた期間の中で十分な質を

保ちつつ改定作業を完了させるには効率的な活動実施方法を工夫する必要がある。 

 

（２）成果 2：ケーススタディとして、モデル省・都市の都市計画が策定される。 

ケーススタディ対象地としてハイヅォン市が選定され、現状分析が終了している。現状分

析結果要約、ビジョン及び戦略の案がハイズォン市で 2011 年 4 月 26 日に開催されたワーク

ショップで報告・提示された。これを受け、都市計画策定作業が開始される予定である。既

に完了している現状分析は都市計画策定の主要部分を占めるものであることから、成果 2 は

数か月以内に達成される見込みである。ケーススタディ実施の目的がマニュアルの試行にあ

るという観点からすれば、ケーススタディ実施過程でマニュアル改定点が既にいくつか明確

になりつつあり、成果 2 は達成されつつあると言える。 

 

（３）成果 3：研修講師が育成される。 

ケーススタディ実施過程における OJT やワークショップ、特定テーマについてのセミナー

や、本邦研修を通じて講師候補者の能力向上が図られつつある。成果 3 に関連する活動の多

くはプロジェクトの第三年次に予定されており、入念な計画に則り活動が着実に実施される

ならば、成果 3 の達成は可能である。 

 

（４）成果 4：研修コースが整備される。 

研修教材案は既に作成されており、研修コース概要も議論されている。都市計画策定に関

する研修教材及び研修実施要領は、改定作業を経た都市計画策定マニュアルに基づき第三年

次の試行研修で検証される予定となっている。成果 4 が達成されるか否かは、成果 4 と密接

に関連する成果 3 の達成状況をも勘案しつつ判断されるべきである。 

 

（５）成果 5：新しい都市計画管理手法が提案される。 

都市計画管理に関する現状分析報告書が作成されているところであり、それに基づき議論

を経て都市計画管理に関する提案書が作成される計画である。成果 5 に関連する活動を実施

する過程で、課題や改善点がより明確になることが期待される。 

 

（６）成果 6：ベトナム都市計画研修センターが設立される。 

都市計画研修センター設立に向け、第一研修室の機材は既に設置済みである。センターの

組織等、枠組みや概要についての議論が続けられており、プロジェクトの第三年次にセンタ

ー設立がなされる予定である。 

 

 



（７）プロジェクト目標：ベトナム都市計画研修センターが、新しい都市計画手法に基づいて、

都市計画策定・管理に係る研修コースを実施できるようになる。 

センターの組織や機能、権限、人員等の概要に関する議論が続けられている。また、本プ

ロジェクト及びセンターで使用する一部の研修室の施設、機材は整備済みであり、研修教材

作成や研修コース整備に向けた取り組みも進行中である。センター実施計画の内容及び実施

計画策定・実施の手順についての議論も行われている。議論の過程を通じてセンターの詳細

がより明確になることが期待される。 

 

（８）上位目標：ベトナム都市計画研修センターを通じて、地方人民委員会の職員が自ら都市計

画を策定・管理できるようになる。 

 ケーススタディを通じてハイヅォン省及びハイヅォン市職員の能力向上が図られつつあ

る。また、2010 年 10 月にベトナム国政府は地方政府管理職職員の都市計画に関する能力向

上に注力することを政府決定している。ただ、上位目標やや過大な設定となっているため、

達成に至るまでにはいくつもの段階を経ることが必要となる。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（１）妥当性 

以下に鑑み、本プロジェクトの妥当性は依然として高いと言える。 

・ベトナム国の第 9 次社会経済開発五か年計画案において、近代的な社会に必要な交通網や

インフラシステムの整備が重点分野の一つに位置づけられている。 

・日本政府の対ベトナム国援助政策は事前評価時点から変更はない。 

・詳細計画策定調査が実施された時点と比較して、中規模地方都市の急速な都市化の状況は

変わらないか、むしろ加速している。 

・新都市計画法及び関連法令の施行自体が、都市計画の重要性に対する認識の高まりを示す

ものである。 

・ベトナム国は計画経済から市場経済への移行期にあり、計画経済下での伝統的な都市計画

方法論の限界が都市計画プランナーに認識されつつある。本プロジェクトにおいて採用さ

れている新しい科学的な計画手法により、信頼できるデータに基づく計画策定の重要性に

対する認識が高まったとして、ほぼ全てのカウンターパートに高く評価されている。 

 

（２）有効性 

以下の達成状況に鑑み、本プロジェクトの有効性が担保されていると結論付けるには慎重

を要する。 

・これまでの活動実施の遅れにより、講師が教授法及び新しい計画手法を身につけるには集

中的な努力が求められる。 

・都市計画研修センターの設立運営の要となる要素にはまだ不明確な部分が残されている。

また、センターの概要や設立手順、設立スケジュールについて関係者間で意見、認識が統

一されていない。 

 

（３）効率性 

以下の諸要素に鑑み、本プロジェクトの効率性は概ね妥当なものである。 

・ベトナム側の手続きに時間を要し、プロジェクトの本格的活動開始が遅れたため、公式の

プロジェクト活動全般が遅れている。 



・日本人専門家の派遣期間が短くタイミングも適切でないことがあるため、スケジュール調

整が負担になっている他、双方の投入の効率的な活用が妨げられている。 

・ケーススタディがカウンターパートに与えているインパクトはかなりのものである。ケー

ススタディは当初想定より時間がかかっているが、それはより高い達成レベルに到達する

ための必要コストと考えられる。 

・本邦研修は参加者に強いインパクトを与えており、その結果、都市計画管理の重要性に対

する認識が以前よりも高まっている。 

・都市計画センターの機材は全て既に適切に設置され、管理されている。 

 

（４）インパクト 

正のインパクトとしては、現在の都市計画に関する法的枠組みを市場経済への移行期にあ

る現実の都市空間に適用するためにはさらなる改善が必要であることついて認識が高まっ

てきたことが挙げられる。一方、負のインパクトは確認されていない。「ベトナム都市計画

研修センターの支援を通じて、地方人民委員会の職員が自ら都市計画を策定・管理できるよ

うになる」という上位目標達成のための外部条件の一つに、「都市計画の策定管理に関する

関連制度が改善される」ことが挙げられている。成果 5 の達成によりこの外部条件が満たさ

れるようになれば、本プロジェクトの大きなインパクトと言える。 

 

（５）持続性 

都市計画センターの設立は本プロジェクトの第三年次に予定されているため、組織面での

本プロジェクトの持続性を判断するには時期尚早である。 

都市計画策定マニュアル案がケーススタディの経験に基づく改定を通じて簡便で使いや

すいものになれば、プロジェクト終了後も引き続き活用される可能性が高まり、技術面での

持続性を証するものとなる。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

プロジェクト目標及び成果の達成に貢献した要因として以下の 3 点が挙げられる。 

・プロジェクト開始の遅れを取り戻すためにカウンターパート及び日本人専門家双方が真摯か

つ積極的にプロジェクト活動に取り組んでいること 

・プロジェクトの円滑な実施に向け双方が継続的に調整努力を行なっていること 

・ハイヅォン省、ハイヅォン市がケーススタディに積極的に参加したことにより計画に現場の実

情が反映され、都市計画策定管理の改善へ向けた気運が高まってきていること 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

・言語の壁のために通訳配置・調整が必要となり、負担が増していること 

・都市計画の論理及び用語の違いにより、共通理解のベースを築くのに困難が伴うこと 

・情報、データ、地図の入手が困難であること 

 

３－５ 結論 

 ５項目評価結果に即してみると、残りの期間でプロジェクト目標を達成するためにはこれまで

のプロジェクトの集中的な活動にも増して、更なる努力を要する。日ベトナム双方において活動

を集中的に、加速させて行う必要がある。 

 



３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

（１）都市計画策定マニュアルの策定 

 スケジュールに遅れは見られるものの、ハイヅォン市におけるケーススタディからは都市

計画策定手法の改善について相当の示唆が得られている。これらを具体化させ、都市計画策

定マニュアルに反映させていく必要がある。 

 VIAP はマニュアルチームとケーススタディチーム間の調整のもと、都市計画策定マニュ

アルの改訂を開始すべきである。ケーススタディチームはケーススタディの教訓をマニュア

ルチームにフィードバックし、マニュアルチームがマニュアル執筆を行うべきである。 

 ケーススタディの経験を反映させたマニュアル第二案は 2011 年 9 月末までに用意される

べきである。さらに、現在のマニュアル案の構成のうち、いくつか焦点を絞った改訂を行う

ことが必要である。 

 マニュアルの残りの部分の取り扱いについて、VIAP と日本人専門家との間でさらなる議

論が必要である。 

 

（２）ベトナム都市計画研修センターの準備 

 研修センターにかかる初期アイデアが検討中である。プロジェクト終了後も研修センター

が自立的に活動するため、十分な予算を以って、その設立と機能が建設省に認可されるべき

である。 

 研修センター組織化のため、VIAP は建設省と協議のうえ、工程表を準備すべきである。

それは中核的な研修講師の公式選定や予算措置などを含むもので、2011 年 6 月末までに作成

されることが望ましい。 

 工程表に則り、日本人専門家が研修教材やカリキュラム、講師用研修等に係る技術的指導

を VIAP に対して行う。 

 2011 年 4 月 28 日に開催された JCC においては、建設省は研修センターの活動継続に向け

た支援について確約したところである。 

 研修教材やカリキュラム等の妥当性検証のため、試行研修の実施が必要である。 

 

（３）新都市計画管理ツールの提案 

 新しい都市計画管理ツールについては現状の課題分析段階であり、まだ議論は深まってい

ない。ベトナムの都市計画管理に係る現状については VIAP から日本人専門家に情報提供す

る必要があり、日本人専門家は外国の事例も踏まえつつ、ベトナムと日本の都市計画管理の

実情を比較し、新しい都市計画管理ツールに関する端緒を提示する必要がある。ベトナム側

が彼らの具体的なニーズを掘り下げていく上でも、まずは日本人専門家が議論ペーパーを作

成することが求められる。 

 

（４）上位目標の修正 

 中間レビューの実施を通じ、上位目標とプロジェクト目標との間には相当のギャップがあ

ると認識された。現状に鑑みるに、上位目標はプロジェクト実施後３年で到達するには相当

困難な内容となっている。ベトナムの地方政府全般を対象としている現在の目標から対象都

市を絞り込むなど、プロジェクトは上位目標を設定し直し、PDM を改訂することが求めら

れる。活動や指標についても現状に即した修正が必要である。 

 

 



（５）機材 

 供与機材はプロジェクト活動の効果発現のため、適切に使用される必要がある。 

 

（６）プロジェクト管理 

 VIAP と日本人専門家の間のコミュニケーションは改善されつつあるが、今後も相互協力

が必要である。時間のロスを避けるため、双方において、要員計画を明確化し、活動予定を

適切なタイミングで共有しあうべきである。2012 年 5 月の終了時期を考慮すれば、活動を実

施していくうえで VIAP のさらなる貢献が不可欠であり、VIAP においてもカウンターパー

トのプロジェクトに対する従事時間を増やすべく見直す必要がある。 

 

３－７ 教訓 

 ベトナム政府から本プロジェクトの承認を得るために相当な時間を要した経緯がある。このた

め、プロジェクトの開始や進捗、日本人専門家の派遣計画などに大きく影響があった。JICA が

詳細計画策定調査を実施する際には、実施機関におけるこのような手続き上の課題についてしっ

かりと把握しておく必要がある。また、プロジェクトの前提条件をプロジェクト開始前に確認す

ることも不可欠である。 
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第１章 中間レビューの概要 
 

１－１ 中間レビュー調査の目的 

今回実施の中間レビュー調査は、ベトナム建築・都市農村計画研究所（Vietnam Institute for 

Architecture, Urban and Rural Planning：VIAP）と合同により本プロジェクトの目標達成度や成果等

を分析するとともに、プロジェクトの残り期間における課題や今後の方向性について確認し、合

同評価報告書に取りまとめ、合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）において合意

することを目的として実施された。 

 

１－２ 調査団の構成 

担当業務 氏名 所属・役職 

総括 林  宏之 国際協力機構経済基盤開発部都市・地域開発第一課長 

都市計画制度 荻原 達朗 （財）都市計画協会 専務理事 

評価分析 松原 千枝子
株式会社シー・ディー・シーインターナショナルコミュニティ

開発事業部 シニアコンサルタント 

協力企画 船場 玲子 国際協力機構経済基盤開発部都市・地域開発第一課 

 

１－３ 調査日程 

調査日程は、2011 年 4 月 17 日～30 日。詳細は付属資料 1 に示すとおりである。 

 

１－４ 主要面談者 

 付属資料 2 に示すとおりである。 

 

１－５ 協議結果概要と合意事項 

１－５－１ プロジェクト期間 

プロジェクトの終了時期は当初 2012 年 3 月までだったが、ベトナム社会主義共和国（以下、

「ベトナム」と記す）側のプロジェクト承認の遅れによる専門家派遣の一時中断期間のずれを

受け、2012 年 5 月とする旨確認した。 

 

１－５－２ 日本側の投入 

VIAP 内において、日本側供与機材が設置された第一研修室が既に設置されている。VIAP か

らはより大きな面積をもつ第二研修室に更なる機材供与を期待したい旨要望があった。これに

対し、試行研修もいまだ実施されていないことから、更なる機材供与はベトナム都市計画研修

センター（Vietnam Urban Planning Training Center：VUPTC）設立に係る VIAP 側提案（ベトナ

ム建設省（Ministry of Construction：MOC）との協議を踏まえたもの）の提出及び試行研修の実

施結果を踏まえて検討する旨説明をした。 

また、日本人専門家のアサインの短さ、タイミングの不適切さについて VIAP 側から指摘が

あり、改善の必要があることを双方で認識した。 
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１－５－３ VUPTC のフレームワーク 

今回調査団は建設都市管理者アカデミー、都市計画開発協会、ハノイ建築大学にヒアリング

を行い、VUPTC のあり方について協議した。2010 年 10 月に Decision1961 が施行されており、

アカデミーがこれに伴い管理者向けの建設管理・都市開発に係る能力強化を行う予定である。

このため、VUPTC の機能と重複する可能性があること、ハノイ建築大学と VIAP は相互に協力

関係が確立していることなどが判明し、立場によって VUPTC のあり方に対する考え方が異な

る状況を確認した。 

VUPTC については専門家チームと VIAP の間においても構想が具体化されていない。今後検

討を深めるうえで上述のような組織との役割分担やターゲット層の明確化、それに伴う研修内

容の詳細化が慎重に行われるべきである。 

 

１－５－４ プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）改定 

中間レビューを通じ、上位目標がやや過大な設定であることや成果確認のための指標があい

まいであること、また、活動のいくつかは現状を踏まえて軌道修正すべきであることが判明し

た。 

上位目標はスーパーゴールに設定し直し、プロジェクト終了後３年で到達可能なレベルとみ

られる内容（中核都市の職員が新しい都市計画策定手法を身につける）とすること、ケースス

タディは general plan のレベルにとどまることから活動に関しての記述を変更する必要がある

こと、マニュアル改定もケーススタディの結果に従い必要分野を絞り込んで行うことなどを示

唆した。また各指標の考え得る改定案を作成した。今後、これらをベースとしつつ、PDM 改定

に向け専門家チームと VIAP にて議論を深めていく必要がある。 

 

１－５－５ 新規プロジェクト要請 

VIAP 側から新規プロジェクトについての要請が述べられた。これに関しては終了時評価を

踏まえて検討すべきと思料される。 
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第２章 プロジェクトの概要 
 

２－１ プロジェクトの背景 

ベトナムでは、急速な経済発展に伴って全国的に都市化が進み、ハノイ市やホーチミン市のよ

うな大都市においては、農村地域からの急激な人口流入、住宅不足、違法建築の横行、交通渋滞、

水不足、環境悪化等が複合的に絡み合い、都市問題として顕在化してきている。このままの状態

で経済発展が進展すれば、このような都市問題は大都市のみならず、他の中小都市においても近

い将来顕在化することは必至であり、適切な都市計画の策定とその管理の必要性が強く認識され

てきている。 

ベトナム政府は、2004 年に建設法を施行し、地方人民委員会が都市計画（空間計画）を策定す

ることを義務づけし、その後関連政省令の整備を行った。さらに、ベトナム政府は建設法等の法

律に分散された都市計画関連条文を集約化し、更に新たな条文を加え、2010 年 1 月に新しく都市

計画法を施行し、以後、都市計画法施行のための関連法令が整備されているところである。この

ように都市計画の法制度面の整備が進められているものの、ベトナムの都市計画策定手法は依然

として従来の社会主義計画経済体制時代からのトップダウン型手法が主流であり、近代化が課題

となっている。 

JICA は 2004 年から 2008 年まで「ハノイ市総合都市開発調査」を実施した。ベトナム側は特に

この調査のプロセスと成果に注目し、データに基づいた科学的な都市計画策定手法の導入の必要

性を強く認識した。 

このような状況のなか、MOC は都市計画策定・管理手法の近代化から、実務的なマニュアル

の整備、地方人民委員会の都市計画担当職員に対する研修コースの立上げまでに至る能力強化の

必要があるとして、わが国に対し VIAP をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関とする技術

協力プロジェクトの支援を要請してきた。 

本プロジェクトは、2009 年 3 月から 2012 年 5 月にかけて、VUPTC が新しい都市計画手法に基

づき都市計画策定・管理に係る研修コースを実施できるようになることを目的として実施中であ

る。具体的には、都市計画策定マニュアルの作成、都市計画策定マニュアル検証のためのケース

スタディ実施、研修コースの整備及び研修講師育成、新しい都市計画管理ツールの提案、VUPTC

の設立に係る技術協力を行うものである。 

本プロジェクトは、1 名の長期専門家（都市計画制度・マネジメント）、業務実施契約によりシ

ャトル型で短期の専門家が複数活動を行っている（チーフアドバイザー/都市・地域計画、都市計

画基盤調査・社会調査/ケーススタディ管理、空間計画/土地利用計画など）。活動はベトナム側の

手続きの遅れや C/P への確実な技術移転を実施するためにケーススタディに時間を要しているこ

となどにより、全体的に遅れがみられる状況であった。 

 

２－２ プロジェクトの概要 

討議議事録（Record of Discussions：R/D）に示されるプロジェクトの概要は、以下のとおりで

ある。 

 

（１）上位目標：ベトナム都市計画研修センターを通じて、地方人民委員会の職員が自ら都市計

画を策定・管理できるようになる。 
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（２）プロジェクト目標：ベトナム都市計画研修センターが、新しい都市計画手法に基づいて、

都市計画策定・管理に係る研修コースを実施できるようになる。 

 

（３）成果 

1．都市計画策定マニュアルが作成される（都市計画策定手法の改善）。 

2．ケーススタディとして、モデル地方省・都市の都市計画が策定される（都市計画策定マ  

ニュアルの検証）。 

3．研修講師が育成される。 

4．研修コース（カリキュラム/シラバス、研修教材、実施要領）が整備される。 

5．新しい都市計画管理手法（マネジメント・ツール）を提案する。 

6．ベトナム都市計画研修センターが設立される。 
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第３章 評価手法 
 

３－１ 評価の手法 

MOC によりベトナム側から以下に示す合同評価団メンバー3 名が指名され、日本側評価団の調

査結果に基づき共同で評価報告書の作成が行われた。 

 

Ms. Do Nguyet Anh International Cooperation Department, MOC 

Ms. Nguyen Thuy Dung Deputy Director, Center for Training and International Cooperation, VIAP 

Mr. Truong Tan Hoa Project Coordinator, VIAP 

 

プロジェクトの進捗状況及び成果・プロジェクト目標の達成状況についての評価に際しては

R/D に付属された PDM を用いることとした。評価に際しては、投入実績、活動実績、成果達成

状況及びプロジェクト目標達成状況を調査し、以下に示す評価 5 項目により評価を行った。 

 

（１）妥当性 

プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が、受益者のニーズに

合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、相手国と日本側の政策との整合性はあ

るか、プロジェクトの戦略・アプローチは妥当か、公的資金である ODA で実施する必要が

あるかなどといった「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う視点。 

 

（２）有効性 

プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への便益がもたらされるのかをプ

ロジェクト目標の達成度及びプロジェクト目標と成果との因果関係から問う視点。 

 

（３）効率性 

主にプロジェクトの投入と成果の関係に着目し、タイミング、量及び質の観点から資源が

有効に活用されているかを問う視点。 

 

（４）インパクト 

プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効果をみる視点。

予期していなかった正・負の効果・影響を含む。 

 

（５）持続性 

援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が組織、財政、技術等の面で持続する見

込みはあるかを問う視点。 

 

３－２ 主な調査項目とデータ収集方法 

３－２－１ 主な調査項目 

 投入、活動実績、成果達成状況を確認し、それに基づき主に妥当性・効率性、阻害要因・貢

献要因に重点をおいて調査を行った。調査にあたり、以下の 6 項目を主な調査項目とした。 
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①これまでのプロジェクトの進捗状況とそれに影響した要因 

②これまでのプロジェクト実施プロセス、実施プロセスに関する課題 

③これまでのプロジェクトの成果、改善点 

④プロジェクトを通じて達成したいこと、それに向けて今後なすべきこと 

⑤プロジェクトの進捗見込み 

⑥VUPTC についての状況、意見 

 

３－２－２ データ収集方法 

調査にあたり以下からデータ・情報を得た。 

 

（１）プロジェクト開始前及び実施過程での双方合意文書 

・R/D（2008 年 12 月 25 日署名） 

・ミニッツ（2008 年 8 月 14 日署名） 

・PDM（R/D 付属書類） 

・Plan of Operation（R/D 付属書類） 

・その他 

 

（２）双方の投入実績記録及びプロジェクト活動記録 

 

（３）C/P、日本人専門家及び関連組織の関係者へのヒアリング 

 

（４）視察・観察 

 

３－２－３ 評価用 PDM 

 R/D 付属の PDM から今まで変更はなく、当該 PDM を評価用 PDM（PDMe）とした。（付属

資料 3 参照） 
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第４章 プロジェクトの実績と現状 
 

４－１ 投入実績 

４－１－１ 日本側の投入 

R/D 記載事項に沿って、日本側から以下の投入がなされた。 

 

（１）日本人専門家派遣 

日本人専門家派遣状況概要を表 4-1 に示す。詳細は付属資料 5 参照。 

 

表４－１ 日本人専門家派遣概要（2011 年 4 月 11 日時点） 

 第一年次 第二年次 計 

総括/都市計画・地域計画 4.30MM 3.07MM 7.37MM

各セクター短期専門家 38.80MM 22.07MM 60.87MM

長期専門家/都市計画制度・都市計画管理   17.50MM

総計 85.74MM

 

（２）機材 

プロジェクト事務所用機材が第一年次に、研修室用機材が第二年次に供与された。供与

総額は US$ 135,417 である。詳細は付属資料 6 参照。 

 

（３）本邦研修 

本邦研修（国別研修）は第一年次及び第二年次に行われ、計 17 名が参加した（表 4-2 参

照）。 

 

表４－２ 本邦研修実施状況 

 期間 参加者数 

第一年次 2010 年 3 月 30 日～4 月 7 日 7 名 

第二年次 2010 年 6 月 27 日～8 月 7 日 10 名 

計  17 名 

 

2010 年に開催された本邦研修の都市計画総合コース（集団研修）に C/P 1 名が参加した。

また、第三国研修としては、2010 年にオーストラリアで開催された EAROPH セミナーに

C/P 1 名が「ベトナム都市計画制度の改革」をテーマにスピーカーとして参加した。 

 

（４）ケーススタディ及び研修コース実施のためのローカルコスト 

ローカルコンサルタント雇用及びサービス調達実績を表 4-3 に示す。 

 

 



－8－ 

表４－３ ローカルコンサルタント及びサービス調達 

年次 サービスの種類 MM 計（MM） 

第一年次 秘書・通訳 17.7 77.7 

ローカルコンサルタント 20.8 

基礎情報収集 39.2 

第二年次 秘書・通訳 20.8 142.2 

ローカルコンサルタント 30.8 

ベースマップ作成 6.0 

 ケーススタディ関連調査 24.0  

家庭訪問調査（HIS） 59.4 

記録ビデオ作成 1.2 

   219.9 

 

表 4-3 に記載した以外の一般業務費は 30,975 千円である。 

 

４－１－２ ベトナム側の投入 

（１）C/P 

第一年次にそれぞれの日本人専門家に対して C/P が指名された。第二年次には、2010 年

8 月にケーススタディチーム 22 名、都市計画策定マニュアルチーム 23 名が指名されたほ

か、2010 年 9 月にハイヅォンにおけるケーススタディ管理委員会（ハイヅォン省及び市）

が設立された。 

 

（２）ローカルコスト 

第一年次、2009 年 11 月に事務所スペースが、VIAP の隣に提供された。（Room No.304, 

No.10 Hoa Lu Street, Hanoi）  

 

（３）VUPTC 開設準備 

将来の VUPTC の研修室の準備及び供与機材設置作業は、2011 年 4 月段階でほぼ完了し

ている。研修室の利用はプロジェクトでの研修活動のために研修室が活用されることとな

っている。 
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４－２ 活動の実施状況 

プロジェクトの活動実施状況は以下のとおりである。 

  

（１）成果 1：都市計画策定マニュアルが作成される。 

活動 活動実施状況 情報源 

1.1 都市計画分野の現況

分析・課題抽出を行

う。 

・第一年次の 2009 年 3～12 月に、インタビュー

調査や地方都市訪問を通じ、他国との比較に基

いてベトナムの都市計画の現状分析が行われ

た。 

・第一年次プロ

グレス・レポ

ート 

1.2 都市計画策定手法

を改善する。 

・第一年次に都市計画関連文書のレビューが行わ

れた。 

・第一年次プロ

グレス・レポ

ート 

1.3 都市計画策定マニ

ュアル（案）を作成

する。 

・2010 年 2 月にマニュアル構成案が提示された。 

・2010 年 3 月にマニュアル案についての 9 日間 

のワークショップが開催された。 

・2010 年 5 月にメインマニュアル 1 冊、別冊 

マニュアル 16 冊からなるマニュアル第一ドラ

フトが提出された。 

・第一年次プロ

グレス・レポ

ート 

・プロジェクト

報告書 

1.4 都市計画策定マニ

ュアル（案）をケー

ススタディの結果

を踏まえて改定し

最終版を作成する。

・未実施 ・プロジェクト

報告書 

 

（２）成果 2：ケーススタディとして、モデル省・都市の都市計画が策定される。 

活動 活動実施状況 情報源 

2.1 ケーススタディの

調査内容の詳細を

検討する。 

・ケーススタディの実施計画について議論検討が

行われ、2010 年 8 月に VIAP との合意がなされ

た。 

・2010 年 9 月、ハイヅォン省、市に対しケースス

タディ実施計画書の説明が行われた。 

・ケーススタディ実施計画書修正版が、2010 年 12

月及び 2011 年 1 月に提出された。 

プロジェクト報

告書 

2.2 モデル省・都市を選

定する。 

・2010 年 8 月 3 日、ハイヅォンをケーススタディ

対象都市とすることについての建設大臣の正

式決定がなされた。それを受けて、VIAP のケ

ーススタディチーム及び専門家チームが設置

された。さらに、ハイヅォン省、市にケースス

タディ管理委員会が組織された。 

建設大臣決定文

書 
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2.3 1.3 で作成した都市

計画策定マニュア

ル（案）を用いて、

モデル省・都市でケ

ーススタディを実

施し、地域建設マス

タープラン、省/市建

設マスタープラン、

建設詳細計画を策

定する。 

・2010 年 9 月、ケーススタディキックオフミーテ

ィングが開催された。 

・2010 年 10～12 月、セクター別・各セクター合

同のテクニカル・ガイダンス、ワークショップ

等が開催された。 

・2010 年 11～12 月、家庭訪問調査（HIS）が実

施され、2,000 世帯以上から調査票が回収され

た。 

・2011 年 1～3 月、コミューン調査及び交通調査

が実施された。 

・2011 年 4 月、現状分析報告書が作成された。 

・2011 年 4 月末、ビジョン、戦略検討のためのワ

ークショップが開催された。 

プロジェクト報

告書 

 

（３）成果 3：研修講師が育成される。 

活動 活動実施状況 情報源 

3.1 研修講師用の研修

カリキュラム /シラ

バス、教材を作成す

る。 

・2009 年 3～9 月、ベトナム及び他国の既存研修

コースのレビューが行われた。 

・2010 年 3～5 月、都市計画策定マニュアル案に

基づき、研修教材（プレゼンテーション）案が

作成された。 

プロジェクト報

告書 

3.2（ベトナム内及び日

本で）研修講師に対

する研修コースを

実施する。 

・2009 年 6 月 18 日、決定 No.213 により講師候補

の選定が行われたが、今後必要に応じ見直しが

行われる。 

・2010 年 3 月 30 日～4 月 7 日、同年 6 月 27 日～

8 月 7 日の 2 回にわたり講師候補者を対象に本

邦研修が行われた。 

プロジェクト報

告書 

3.3 研修講師に対し、活

動２のケーススタ

ディ等を通じて OJT

を実施する。 

・ケーススタディを通じて講師候補者に対し OJT

が行われている。 

プロジェクト報

告書 

 

（４）成果 4：研修コースが整備される。 

活動 活動実施状況 情報源 

4.1 試行研修のカリキ

ュラム/シラバス、教

材、実施要領を作成

する。 

・2011 年 3～4 月、研修ニーズアセスメント調査

が実施され、4 グループ（a. VIAP の管理職層、

b. VIAP 職員、c. ハイヅォン省・市管理職層、

d. ハイヅォン省・市職員）から 130 の質問票が

回収された。 

プロジェクト報

告書 

4.2 試行研修を実施す

る。 

・ケーススタディ実施、VUPTC 設立後、第三年

次に実施予定。 
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4.3 試行研修の結果を

踏まえ、研修コース

の内容を最終化す

る。 

・ケーススタディ実施、VUPTC 設立後、第三年

次に実施予定。 

 

 

（５）成果 5：新しい都市計画管理ツールが提案される。 

活動 活動実施状況 情報源 

5.1 都市計画マネジメ

ントの改善を検討

する。 

・2009 年 11 月より、都市計画マネジメントに関

する現状分析が行われた。上記の結果は C/P 及

び専門家により「ベトナム都市計画制度の改

革」として論文にまとめられ、2010 年 11 月、

EUROPH （ Eastern Regional Organization of 

Planning and Human Settlements）の年次大会（オ

ーストラリアアデレード）で発表された。 

・2011 年 1 月より、ハイヅォンにおいてケース 

スタディと並行して都市計画管理に関する調

査が行われている。 主な調査内容は、都市開

発プロジェクトの承認、実施、規制を巡る状況、

都市計画管理の法的規制枠組に関する課題等

である。 

プロジェクト報

告書 

5.2 わが国の都市計画

制度の事例紹介を

行う。 

・本邦研修、セミナー、ワークショップやテクニ

カル・ガイダンス等を通じて日本の都市計画制

度が紹介された。 

本邦研修報告書 

プロジェクト報

告書 

5.3 新しい都市計画管

理ツールを提案す

る。 

・マニュアル案において都市計画管理ツールの 

提案がなされた。VIAP、MOC、日本人専門家

チームの間で議論検討が開始されており、第三

年次に提案がまとめられる予定である。 

 

 

（６）成果 6：都市計画研修センターが設立される。 

活動 活動実施状況 情報源 

6.1 研修に必要な職員

を配置する。 

・都市計画策定マニュアルチーム及びケースス 

タディチームのメンバーが講師候補として選

定されている。 

プロジェクト報

告書 

聞き取り調査 

6.2 VUPTC の施設・機

材を整備する。 

・2011 年 4 月に一部の研修室の機材設置が行わ 

れた。 

観察 

6.3 VUPTC の組織が設

立される。 

・VUPTC の組織について検討が行われている。 聞き取り調査 
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４－３ 成果の達成状況 

４－３－１ 成果 1 

成果 1 の達成状況は以下の表のとおりである。マニュアル見直し作業はケーススタディの経

験・教訓を踏まえて行われる計画である。都市計画策定のための新しいアプローチが導入され

ており、かつ、そのアプローチを用いたケーススタディの結果に基づくものとなるマニュアル

に対する期待がかなり高いこと、今後設立される予定の研修教材や研修コースのベースとなる

予定であることを考慮すると、C/P 自らが主体的かつ積極的に改定作業に携わるならば、成果

1 は 2011 年内に達成される見込みである。一方、マニュアル改定には相当の業務量が求められ

るため、限られた期間の中で十分な質を保ちつつ改定作業を完了させるには、効率的な活動実

施方法を工夫する必要がある。 

 

成果 1：都市計画策定マニュアルが作成される。 

指標 達成状況 情報源 

都市計画策定マニュアル 都市計画策定マニュアル案の主要部分は作成済

みであるが、最終版作成に向けケーススタディの

経験・教訓に基づき改定作業を行う必要がある。 

プロジェクト報

告書、聞き取り

調査 

  

４－３－２ 成果 2 

下表に示すとおり、成果 2 はまだ達成されていないが、既に完了している現状分析は都市計

画策定の主要部分を占めるものであることから、数か月以内に達成される見込みである。 

ケーススタディ実施の目的がマニュアルの試行にあるという観点からすれば、ケーススタデ

ィ実施過程でマニュアル改定点が既にいくつか明確になりつつあり、成果 2 は達成されつつあ

るといえる。 

 

成果 2： ケーススタディとして、モデル省・都市の都市計画が策定される。  

指標 達成状況 情報源 

作成されたモデル省・都

市の都市計画 

ケーススタディ対象地としてハイヅォン市が選

定され、現状分析が終了している。現状分析結果

要約、ビジョン及び戦略がハイヅォン市で 2011

年 4 月 26 日に開催されたワークショップで報

告・提示された。これを受け、都市計画策定作業

が開始される予定である。 

プロジェクト報

告書、聞き取り

調査 
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４－３－３ 成果 3 

成果 3 に関連する活動の多くはプロジェクトの第三年次に予定されている。下表に示すとお

り、講師候補者が選定され、育成されつつある段階である。プロジェクトの第三年次に入念な

計画にのっとり活動が着実に実施されるならば、成果 3 の達成は可能である。 

 

成果 3：研修講師が育成される。 

指標 達成状況 情報源 

育成された研修講師数 ケーススタディ実施過程における OJT やワーク

ショップ、特定テーマについてのセミナーや、本

邦研修を通じて講師候補者の能力向上が図られ

つつある。マニュアル改定や講師養成研修等の活

動を通じ、講師が選定、育成されることが期待さ

れる。 

プロジェクト報

告書、 聞き取り

調査 

  

４－３－４ 成果 4 

成果 4 の達成状況は下表に示すとおりである。「本格研修コース」とは、「試行研修の結果に

基づき整備される都市計画策定に関する研修コース」を指す。成果 4 が達成されるか否かは、

成果 4 と密接に関連する成果 3 の達成状況をも勘案しつつ判断されるべきである。 

 

成果 4：研修コースが整備される。 

指標 達成状況 情報源 

本格研修コースのカリ

キュラム/シラバス、研

修教材、実施要領 

研修教材案は既に作成されており、研修コース概

要も議論されている。都市計画策定に関する研修

教材及び研修実施要領は、改定作業を経た都市計

画策定マニュアルに基づき第三年次の試行研修

で検証される予定となっている。 

プロジェクト報

告書、聞き取り

調査 

  

４－３－５ 成果 5 

成果 5 の達成状況は下表に示すとおりである。成果 5 に関連する活動を実施する過程で、課

題や改善点がより明確になることが期待される。 

 

成果 5： 新しい都市計画管理ツールが提案される。 

指標 達成状況 情報源 

都市計画管理に係る提

案レポート 

都市計画管理に関する現状分析報告書が作成さ

れているところであり、それに基づき議論を経て

都市計画管理に関する提案書が作成される計画

である。 

プロジェクト報

告書、聞き取り

調査 
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４－３－６ 成果 6 

成果 6 の達成状況は下表に示すとおりである。 第三年次に設立が予定されている VUPTC の

概要について、組織体制も含め検討が行われている。 

 

成果 6：都市計画研修センターが設立される。 

指標 達成状況 情報源 

VUPTC の設立と職員配

置  

VUPTC 設立に向け、第一研修室の機材は既に設

置済みである。センターの組織等、枠組みや概要

についての議論が続けられており、プロジェクト

の第三年次にセンター設立がなされる予定であ

る。 

聞き取り調査、

観察 

  

４－４ プロジェクト目標達成の見込み 

プロジェクト目標の達成に向けた状況は下表に示すとおりである。VUPTC 実施計画の内容及

び実施計画策定・実施の手順についての議論も行われている。議論の過程を通じて VUPTC の詳

細がより明確になることが期待される。 

 

プロジェクト目標：ベトナム都市計画研修センターが、新しい都市計画手法に基づき、都市計画

策定・管理に関する研修コースを実施できるようになる。 

指標 達成状況 情報源 

1 本格研修事業の実施

計画（予算確保を含

む） 

VUPTC の組織や機能、権限、人員等の概要に関

する議論が続けられている。 

聞き取り調査 

プロジェクト報

告書 

2 研修講師、研修施設、

研修コース（カリキュ

ラム、シラバス、教材）

が有機的に結びつい

た研修システムの確

立 

一部の研修室の施設、機材は整備済みであり、研

修教材作成や研修コース整備に向けた取り組み

も進行中である。 

聞き取り調査 

プロジェクト報

告書、観察 
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４－５ 上位目標の達成の見込み 

上位目標達成を巡る状況は下表に示すとおりである。上位目標自体がやや過大な設定になって

いるため、達成に至るまでにはいくつもの段階を経ることが必要となる。 

 

上位目標：ベトナム都市計画研修センターの支援を通じて、地方人民委員会の職員が自ら都市計

画を策定・管理できるようになる。  

指標 状況 情報源 

1 地方人民委員会の都

市計画担当職員の能

力向上 

ケーススタディを通じてハイヅォン省及びハイ

ヅォン市職員の能力向上が図られつつある 

プロジェクト報

告書 

2 地方の都市計画責任

部局の体制整備 

2010 年 10 月にベトナム政府は地方政府管理職職

員の都市計画に関する能力向上に注力すること

を政府決定している。 

 

  

４－６ 実施プロセス 

プロジェクトの実施プロセス改善のために、以下に示すとおり相当の努力がなされている。 

・プロジェクト開始当初、相互理解の不足及び政府手続きのためプロジェクトが一時中断され  

た。行政手続きに時間を要すること、C/P がプロジェクト活動に割ける時間が限られているこ

となどの課題は依然存在するものの、双方の真摯な姿勢によってプロジェクト活動が推し進め

られている。 

・日本人専門家の派遣が細切れであり、双方の間の調整が十分でないことが非効率を生み、成果

達成が妨げられている。スケジュールを共有し、調整をより密にする取り組みにより状況は相

当に改善されているものの、日本人専門家の派遣期間が短すぎることがプロジェクトの円滑な

実施の妨げとなっている。  

・プロジェクト実施過程において、基本的な都市計画理論が両者の間で大きく異なっていること

が明らかとなった。これは社会経済体制の違いから生ずるものであり、違いを互いに理解する

には十分な時間を要する。 

・状況や必要性に応じて、ワークショップ、セミナー、ミーティングやテクニカル・ガイダンス

といった様々な形態で技術移転が行われており、C/P の能力向上におおいに貢献している。 
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第５章 評価結果 
 

５－１ 評価 5 項目による評価結果 

評価 5 項目による評価結果を以下に記す。 

 

５－１－１ 妥当性 

以下にかんがみ、本プロジェクトの妥当性は依然として高いといえる。 

・ベトナムの第 9 次社会経済開発五か年計画案において、近代的な社会に必要な交通網やイン

フラシステムの整備が重点分野の一つに位置づけられている。 

・日本政府の対ベトナム援助政策に事前評価時点から変更はない。 

・詳細計画策定調査が実施された時点と比較して、中規模地方都市の急速な都市化の状況は変

わらないか、むしろ加速している。 

・新都市計画法及び関連法令の施行自体が、都市計画の重要性に対する認識の高まりを示すも

のである。 

・ベトナムは計画経済から市場経済への移行期にあり、計画経済下での伝統的な都市計画方法

論の限界が都市計画プランナーに認識されつつある。本プロジェクトにおいて採用されてい

る新しい科学的な計画手法により、信頼できるデータに基づく計画策定の重要性に対する認

識が高まったとして、ほぼすべての C/P に高く評価されている。 

 

５－１－２ 有効性 

以下の達成状況にかんがみ、本プロジェクトの有効性が担保されていると結論づけるには慎

重を要する。 

・これまでの活動実施の遅れにより、講師が教授法及び新しい計画手法を身につけるには集中

的な努力が求められる。 

・VUPTC の設立運営の要となる要素にはまだ不明確な部分が残されている。また、VUPTC の

概要や設立手順、設立スケジュールについて関係者間で意見、認識が統一されていない。 

 

５－１－３ 効率性 

以下の諸要素にかんがみ、本プロジェクトの効率性はおおむね妥当なものである。 

・ベトナム側の手続きに時間を要し、プロジェクトの本格的活動開始が遅れたため、公式のプ

ロジェクト活動全般が遅れている。 

・日本人専門家の派遣期間が短く、タイミングも適切でないことがあるために、スケジュール

調整が負担になっているほか、双方の投入の効率的な活用が妨げられている。 

・ケーススタディが C/P に与えているインパクトはかなりのものである。ケーススタディは当

初想定より時間がかかっているが、それはより高い達成レベルに到達するための必要コスト

と考えられる。  

・本邦研修は参加者に強いインパクトを与えており、その結果、都市計画管理の重要性に対す

る認識が以前よりも高まっている。 

・VUPTC（第一研修室）の機材はすべて既に適切に設置され、管理されている。 
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５－１－４ インパクト 

正のインパクトとしては、現在の都市計画に関する法的枠組みを市場経済への移行期にある

現実の都市空間に適用するためには更なる改革が必要であるとの認識が高まってきたことが

挙げられる。一方、負のインパクトは確認されていない。 

「ベトナム都市計画研修センターの支援を通じて、地方人民委員会の職員が自ら都市計画を

策定・管理できるようになる」という上位目標達成のための外部条件の一つに、「都市計画の

策定管理に関する関連制度が改善される」ことが挙げられている。成果 5 の達成によりこの外

部条件が満たされるようになれば、本プロジェクトの大きなインパクトといえる。 

 

５－１－５ 持続性 

VUPTC の設立は本プロジェクトの第三年次に予定されているため、組織面での本プロジェ

クトの持続性を判断するには時期尚早である。 

都市計画策定マニュアル案がケーススタディの経験に基づく改定を通じて簡便で使いやす

いものになれば、プロジェクト終了後も引き続き活用される可能性が高まり、技術面での持続

性を証するものとなる。 

 

５－２ プロジェクトの効果発現に対する貢献・阻害要因 

５－２－１ 貢献要因 

プロジェクト目標及び成果の達成に貢献した要因として以下の 3 点が挙げられる。 

①プロジェクト開始の遅れを取り戻すために C/P 及び日本人専門家双方が真摯かつ積極的にプ

ロジェクト活動に取り組んでいること 

②プロジェクトの円滑な実施に向け双方が継続的に調整努力を行っていること 

③ハイヅォン省、ハイヅォン市がケーススタディに積極的に参加したことにより計画に現場の

実情が反映され、都市計画策定管理の改善へ向けた気運が高まってきていること 

 

５－２－２ 阻害要因 

・言語の壁があるために通訳の配置・調整が必要となり、負担が増していること 

・都市計画の論理及び用語の違いにより、共通理解のベースを築くのに困難が伴うこと 

・情報、データ、地図の入手が困難であること 
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第６章 評価結果の結論と提言 
 

６－１ 評価結果の結論 

5 項目評価結果に即してみると、プロジェクトはこれまでも集中的に活動を行ってきているも

のの、残りの期間でプロジェクト目標を達成するためにはこれまでのプロジェクトの集中的な活

動にもまして、更なる努力を要する。ベトナム側、日本側双方においてプロジェクト活動を集中

的に実施すべくよりいっそうの加速化が強く求められる。 

 

６－２ 提 言 

６－２－１ 都市計画策定マニュアルの改定 

スケジュールに遅れはみられるものの、ハイヅォン市におけるケーススタディからは都市計

画策定手法の改善について相当の示唆が得られている。これらを具体化させ、都市計画策定マ

ニュアルに反映させていく必要がある。 

VIAP はマニュアルチームとケーススタディチーム間の調整のもと、都市計画策定マニュア

ルの改定を開始すべきである。ケーススタディチームはケーススタディの教訓を抽出してマニ

ュアルチームにフィードバックし、マニュアルチームは彼ら自身によりマニュアル改定執筆作

業を進めていくべきである。 

プロジェクトの残り期間を考慮すると、ケーススタディの経験を反映させたマニュアル第二

案は 2011 年 9 月末までに用意されるべきである。さらに、現在のマニュアル案の構成のうち、

いくつか焦点を絞った改定を行うことが必要である。 

マニュアルチームとケーススタディチームの協議は可能な限り早期に開催されるべきであ

り、日本人専門家チームはマニュアル改定に向け、VIAP に対し必要な技術的提言を行うもの

とする。 

また、マニュアルの残りの部分の取り扱いについて、VIAP と日本人専門家との間で更なる

議論が必要である。 

 

６－２－２ VIAP の管理下における VUPTC の準備 

VUPTC に係る初期アイデアを検討中である。プロジェクト終了後も VUPTC が自立的に活動

するため、十分な予算をもって、その設立と機能が MOC に認可されるべきである。 

VUPTC 組織化のため、VIAP は MOC と協議のうえ、工程表を準備すべきである。それは中

核的な研修講師の公式選定や予算措置などを含むもので、2011 年 6 月末までにあることが望ま

しい。 

工程表にのっとり、日本人専門家が研修教材やカリキュラム、シラバス、講師用研修等に係

る技術的指導を VIAP に対して行う。 

2011 年 4 月 28 日に開催された合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）におい

て、MOC は VUPTC の活動継続に向けた支援について確約した。 

研修教材やカリキュラム等の妥当性検証のため、PDM に記載されているとおり、試行研修の

実施が必要である。 
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６－２－３ 新しい都市計画管理ツールについての提言 

新しい都市計画管理ツールについては現状の課題分析段階にあり、まだ議論は深まっていな

い。ベトナム側はハイヅォン市のケーススタディにおいて都市管理に係る状況分析を行い、ベ

トナムの都市管理に関する情報を日本人専門家チームに提供する責任があり、日本人専門家チ

ームは外国の事例も踏まえつつ、ベトナムと日本の都市計画管理の実情を比較し、ベトナムに

おける新しい都市計画管理ツールのあり方について手がかりを与える責任がある。ベトナム側

が彼らの具体的なニーズを掘り下げていくうえでも、まずは日本人専門家が議論ペーパーを作

成することが求められる。 

 

６－２－４ 上位目標の変更 

中間レビューの実施を通じ、上位目標とプロジェクト目標との間には相当のギャップがある

と認識された。現状にかんがみるに、上位目標はプロジェクト実施後３年で到達するには相当

困難な内容となっている。ベトナムの地方政府全般を対象としている現在の目標から対象都市

を絞り込むなど、プロジェクトは上位目標を設定し直し、PDM を改定することが求められる。

現在の上位目標は方向性を示すスーパーゴールとすることが妥当である。活動や指標について

も現状に即した修正が必要である。 

上位目標の変更案は次のとおり。 

 

 指標 指標入手手段 

[現在の内容] ベトナム都市計

画研修センターの支援を通じ

て、地方都市の職員が自ら都

市計画を策定・管理できるよ

うになる。 

・地方政府職員の都市計画を

策定・管理する政府職員が

必要な能力を身に付ける。 

・地方の都市計画責任部局の

体制が整備される。 

・関係機関へのインタビュー

及びアンケート調査 

・法令文書 

[変更案] ベトナム都市計画研

修センターの支援を通じて、

中核都市の職員が新しい都市

計画策定手法に係る知識を習

得する。 

・中核都市の職員の理解度 

 

・研修修了書 

 

６－２－５ 機 材 

供与機材はプロジェクト活動の効果発現のため、適切に使用される必要がある。 

 

６－２－６ プロジェクト管理 

VIAP と日本人専門家の間のコミュニケーションは改善されつつあるが、今後も相互協力が

必要である。時間のロスを避けるため、双方において、要員計画を明確化し、活動予定を適切

なタイミングで共有しあうべきである。2012 年 5 月の終了時期を考慮すれば、活動を実施して

いくうえで VIAP の更なる貢献が不可欠であり、VIAP においても C/P のプロジェクトに対する

従事時間を増やすべく見直す必要がある。 

 



－20－ 

６－３ 教 訓 

本プロジェクトは、ベトナム政府からの承認を得るために相当な時間を要した経緯がある。こ

のため、プロジェクトの開始や進捗、日本人専門家の派遣計画などに大きく影響があった。JICA

が詳細計画策定調査を実施する際には、実施機関におけるこのような手続き上の課題についてし

っかりと把握しておく必要がある。また、プロジェクトの前提条件をプロジェクト開始前に確認

することも不可欠である。 



 

 

 

 

 

付 属 資 料 

 

 

１．調査日程 

２．主要面談者リスト 

３．PDM 

４．評価グリッド 

５．日本側専門家派遣実績 

６．日本側機材投入実績 

７．合同評価報告書付ミニッツ 
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日 時 活           動 

4 月 17 日～ 

4 月 22 日 
 （評価分析団員）関係機関からのヒアリング調査 

4 月 20 日 水 （林総括、船場団員）成田からハノイへ移動 

4 月 21 日 木

（林総括、松原団員、船場団員）JICA ベトナム事務所と打合せ 

VIAP 協議 

（荻原団員）成田からハノイへ移動 

4 月 22 日 金

（林総括、船場団員）インフラ工事品質確保能力向上プロジェクトに係

る視察・打合せ 

（荻原団員、松原団員）関係機関からのヒアリング調査 

専門家チームとの協議 

4 月 23 日 土 評価報告書案作成 

4 月 24 日 日 団内打合せ 

4 月 25 日 月

団内打合せ 

Academy for Managers for Construction and Cities ヒアリング 

都市開発協会ヒアリング（チン元 MOC 副大臣） 

4 月 26 日 火

ハイヅォン省人民委員会副委員長表敬 

ハイヅォン市にてワークショップ視察 

ハイヅォン省・市 DOC 協議 

ハイヅォン市視察 

4 月 27 日 水

評価報告書・ミニッツ作成（団内） 

ハノイ建築大学ヒアリング 

世銀ヒアリング 

合同評価（ベトナム側評価メンバー3 名参加） 

4 月 28 日 木

専門家チームとの協議 

JICA ベトナム事務所打ち合わせ 

JCC  

VIAP と協議（ミニッツ案その他） 

4 月 29 日 金

ミニッツ協議 

研修ルームオープニングセレモニー、ミニッツ署名 

在ベトナム日本大使館報告 

JICA ベトナム事務所報告 

ハノイ発 

4 月 30 日 土 成田・関空着 
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１．建設省（Ministry of Construction：MOC） 

Mr Nguyen Dinh Toan, Vice Minister 

  Mr Pham Khanh Toan, Director General of International Cooperation Department 

  Ms Do Nguyet Anh, International Cooperation Department 

 

2．ベトナム建築・都市農村計画研究所（Vietnam Institute for Architecture, Urban and Rural Planning：

VIAP） 

Mr Ngo Trung Hai, Director 

Ms Le Thi Bich Thuan, Vice Director 

Mr Le Ba Thanh, Chief of Staff 

Mr Nguyen Trung Dung, Director of Centre of Training and International Cooperation 

Mr Truong Tan Hoa, Project Coordinator 

Mr Vu Ngoc Tuan, Vice Director of Centre for Construction Planning No 4 

Ms Nguyen Thi Lan Phuong, Vice Director of Centre of Training and International Cooperation 

Ms Nguen Thi Dung, Deputy Manager of Department of Marketing Planning 

Ms. Nguyen Thuy Dung, Deputy Director of Center for Training and International Cooperation 

 

3. Hai Doung 省・市 

Mr. Nguyen Trong Thua, Vice Chairman 

Mr Nguyen Tien Hoa, Director of Hai Duong Construction Service 

 

4. 建設都市管理者アカデミー 

Mr Pham Xuan Dieu, President 

 

5. 都市計画開発協会 

Mr Tran Ngoc Chinh, Chairman 

   

6. ハノイ建築大学 

Ms Luong Tu Quyen, Deputy Chairman of Urban and Rural planning Department 

 

7. 世銀 

Mr Dean A. Cira, Lead Specialist & Urban Sector Coordinator 

Ms Ha Diep Nguyen, Knowledge and Learning Officer 
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pe

rt
s 

・
C

hi
ef

 a
dv

is
or

/U
rb

an
 p

la
nn

in
g 

・
U

rb
an

 p
la

nn
in

g 
fo

rm
ul

at
io

n 
・

U
rb

an
 

pl
an

ni
ng

 
sy

st
em

 
/m

an
ag

em
en

t 
・

U
rb

an
 p

la
nn

in
g 

ba
si

c 
re

se
ar

ch
 

・
R

el
at

ed
 s

ec
to

r 
st

ud
ie

s 
・

T
ra

in
in

g 
pl

an
ne

r 
・

P
ro

je
ct

 c
oo

rd
in

at
or

 
2 ）

T
ra

in
in

g 
in

 J
ap

an
 

3)
E

qu
ip

m
en

t 
(e

qu
ip

m
en

t 
fo

r 
tr

ai
ni

ng
, e

tc
.）

 
4 ）

L
oc

al
 c

os
t 

sh
ar

in
g 

fo
r 

th
e 

ca
se

 
st

ud
y 

an
d 

tr
ai

ni
ng

 c
ou

rs
es

 
  <

V
ie

tn
am

 s
id

e>
 

1 ）
P

er
so

nn
el

 
A

ss
ig

nm
en

t 
of

 
co

un
te

rp
ar

t 
pe

rs
on

ne
l 

(C
an

di
da

te
s 

fo
r 

tr
ai

ne
r,

 
st

af
f 

in
 c

ha
rg

e 
of

 c
as

e 
st

ud
y,

 e
tc

. ）
 

2 ）
L

oc
al

 c
os

t 
O

ff
ic

e 
sp

ac
e 

w
it

h 
fu

rn
it

ur
e,

 f
ee

 
fo

r 
el

ec
tr

ic
it

y,
 te

le
ph

on
e,

 e
tc

. 
3

）
P

ro
vi

si
on

 
of

 
V

ie
tn

am
 

U
rb

an
 

P
la

nn
in

g 
T

ra
in

in
g 

C
en

te
r 

(f
ac

il
it

ie
s,

 s
ta

ff
) 

 

   P
re

-
c
o
n
di

ti
o
n
s 

○
 

V
ie

tn
am

es
e 

co
un

te
rp

ar
t 

pe
rs

on
ne

l 
(i

nc
lu

di
ng

 
P

ro
je

ct
 

M
an

ag
em

en
t 

U
ni

t 
m

em
be

rs
) 

fo
r 

th
e 

P
ro

je
ct

 a
re

 
pr

op
er

ly
 a

ss
ig

ne
d.

 
○

 
T

he
 

V
ie

tn
am

es
e 

si
de

 
al

lo
ca

te
 

ne
ce

ss
ar

y 
bu

dg
et

 f
or

 th
e 

P
ro

je
ct

. 
○

 
T

he
 V

ie
tn

am
es

e 
si

de
 d

ec
id

es
 t

he
 

po
li

cy
 

of
 

th
e 

es
ta

bl
is

hm
en

t 
of

 
V

ie
tn

am
 U

rb
an

 P
la

nn
in

g 
T

ra
in

in
g 

C
en

te
r. 

○
 

L
oc

al
 g

ov
er

nm
en

ts
 s

el
ec

te
d 

fo
r 

a 
ca

se
 

st
ud

y 
co

op
er

at
e 

w
it

h 
th

e 
P

ro
je

ct
. 
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（
PR

G
.R

: P
ro

gr
es

s 
R

ep
or

t 
JE

T:
日
本
人
専

門
家

チ
ー
ム
 

C
/P

:カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
 

C
/S

:ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
チ
ー
ム
 

M
/T

:マ
ニ

ュ
ア
ル
チ
ー

ム
 

M
O

C
：
建

設
省

 
M

G
T：

管
理
職

層
/研

修
セ
ン

タ
ー
担

当
 C

D
S：

都
市

発
展
戦

略
）

 
 

 
 

 
 

5項
目
そ
の
他

 
評

価
設

問
 

判
断

基
準
・
方

法
 

調
査

結
果

 
情

報
源

 

実
施

プ

ロ
セ

ス

の
検

証
 

前
提

条
件

は
ク

リ
ア

さ
れ

た
か

。
 

ベ
ト

ナ
ム

側
C

/P
が

適
切

に
指

名

さ
れ

て
い

る
か

。
 

人
数

が
十

分
か

 

タ
イ

ミ
ン

グ
が

適
切

か
 

資
質
・
役

職
は

十

分
か

 

多
忙

す
ぎ

な
い

か
 

意
欲

が
あ

る
か

 

C
/P
の

指
名

の
タ

イ
ミ

ン
グ

は
遅

れ
た

が
、

人
数

、
資

質
、

熱
意

共
に

概
ね

適
切

。
た

だ
、

本
来

業
務

が
あ

り
多

忙
で

あ
る

。
 

P
R

G
.R

 

JE
T

, C
/P

 

V
U

P
T

C
設

立
に

係
る

政
策

決
定

が
な

さ
れ

て
い

る
か

。
 

公
式

文
書

が
あ

る
か

/策
定

予
定

か
 

20
10

年
10

月
、
ベ

ト
ナ

ム
政

府
に

よ
り

、
都

市
計

画
分

野
の

管
理

職
レ

ベ
ル

の
人

材
育

成
に

注
力

す
る

政
策

方
針

が
決

定
さ

れ
た

が
、

V
IA

P
下

の
V

U
P

T
C
設

立
に

関
す

る
公

式
文

書
は

な
い

。
 

政
策

決
定

文
書

 

C
/P

 

活
動

は
計

画
ど

お
り

に
実

施
さ

れ
て

い
る

か
。
計

画
ど

お
り

で
な

い
場

合
、
阻

害
要

因
は

何
か

。
 

実
施

さ
れ

て
い

な
い

／
計

画
外

の
活

動
は

あ
る

か
。
タ

イ
ミ

ン
グ

や
順

序
は

計
画

ど
お

り
か

。
 

 
副

大
臣

の
要

求
に

よ
り

都
市

計
画

管
理

の
比

重
が

増
し

た
り

、
研

修
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
加

わ
っ

た
り

し
た

。
 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
全

般
に

遅
れ

気
味

で
あ

る
。

T
O

T
パ

イ
ロ

ッ
ト

研
修

は
当

初
は

第
一

年
次

に
計

画
さ

れ
て

い
た

が
、
講

師
が

決
定

し
な

い
等

の
理

由
に

よ
り

第
三

年
次

に
変

更
。

 

C
/P

 

月
報

、

P
R

G
.R

 

活
動

が
計

画
ど

お
り

で
な

い
の

は
な

ぜ
か

。
 

 
遅

れ
の

原
因

は
以

下
の

通
り

。
 

①
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
に

時
間

を
要

し
た

（
V

IA
P
の

人
事

異
動

、
M

O
C
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
正

式
決

定
、

C
/P
指

名
）

 

②
M

O
C
に

よ
る

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
サ

イ
ト

の
正

式
決

定
及

び
V

IA
P
内

の
体

制
決

定
手

続
き

に
時

間
を

要
し

た
 

③
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

実
施

計
画

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
お

い
て

、
各

段
階

ご
と

に
技

術
移

転

を
行

っ
て

い
く

の
に

必
要

な
時

間
や

投
入

を
見

込
ん

で
い

な
か

っ
た

 

④
社

会
主

義
の

計
画

概
念

と
市

場
経

済
の

計
画

概
念

と
が

異
な

り
単

語
一

つ
と

っ
て

も
共

通
点

を
見

出
す

の
が

困
難

で
あ

り
、

C
/P
に

と
っ

て
は

新
し

い
こ

と
を

吸
収

す
る

の
に

時
間

が
か

か
る

 

⑥
⑤

副
大

臣
の

理
解

を
得

る
の

に
時

間
を

要
し

た
。

 

⑥
日

本
人

専
門

家
の

ア
サ

イ
ン

が
細

切
れ

で
投

入
時

期
の

不
適

切
さ

を
含

め
効

率
が

悪
い

 

⑦
仕

事
の

方
法

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
調

整
方

法
の

確
立

等
、
相

互
理

解
に

時
間

を
要

し
た

 

JE
T

, C
/P
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5項
目
そ
の
他

 
評

価
設

問
 

判
断

基
準
・
方

法
 

調
査

結
果

 
情

報
源

 

⑧
デ

ー
タ

や
情

報
収

集
が

困
難

で
あ

る
 

⑩
⑨

C
/P
は

通
常

業
務

に
加

え
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
参

加
し

て
い

る
た

め
、

業
務

量
が

多
く

多
忙

 

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

い
か

 

技
術

移
転

の
方

法
は

適
切

か
 

理
解

度
は

高
い

か
。

 

要
望

に
対

し
改

善
・
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。
 

移
転

さ
れ

た
技

術
を

ど
の

場
面

で
ど

う
活

用
す

る
か

認
識
・
理

解

さ
れ

て
い

る
か

。
 

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

質
問

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
は

丁
寧

に
な

さ
れ

て
い

る
。
セ

ミ
ナ

ー
、

W
/S
、

テ
ク

ニ
カ

ル
ガ

イ
ダ

ン
ス

、
グ

ル
ー

プ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
、

個
別

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
本

邦
研

修
、
メ

ー
ル

で
の

や
り

と
り

等
、
様

々
な

方
法

が
適

時
用

い
ら

れ

て
い

る
。

 

問
題

認
識

や
今

後
の

検
討

課
題

・
意

見
は

以
下

の
と

お
り

。
 

①
ソ

フ
ト

の
使

い
方

を
習

得
し

て
も

す
ぐ

忘
れ

て
し

ま
う

。
(C

/S
) 

②
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

は
サ

ブ
グ

ル
ー

プ
毎

に
作

業
し

て
お

り
、
他

グ
ル

ー
プ

と
経

験
を

共
有

・
理

解
し

、
協

働
す

る
時

間
が

必
要

で
あ

る
。

V
IA

P
下

の
ど

の
局

も
能

力
向

上

を
図

り
た

い
と

思
っ

て
い

る
が

、
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

方
式

は
、
み

ん
な

が
学

べ
な

い
と

こ
ろ

が
限

界
で

あ
る

。
(C

/S
, M

/T
, J

E
T

) 

③
O

JT
で

は
体

系
的

な
理

解
が

難
し

い
た

め
、

ま
と

ま
っ

た
数

週
間

程
度

の
研

修
を

希

望
す

る
(C

/S
)。

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
の

方
法

論
が

ク
リ

ア
で

な
い

。
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

担

当
者

自
身

が
、

何
を

し
て

い
る

か
十

分
に

理
解

し
て

い
な

い
(M

/T
)。

 

④
W

/S
は

時
間

が
短

く
、
プ

レ
ゼ

ン
、
コ

メ
ン

ト
の

み
で

議
論

の
時

間
が

な
い

。
(M

/T
) 

⑤
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

作
業

は
項

毎
に

日
本

人
専

門
家

と
議

論
し

な
が

ら
協

働
作

業
で

行
わ

れ
る

べ
き

で
あ

る
(M

/T
)。

マ
ニ

ュ
ア

ル
見

直
し

作
業

に
C

/S
も

参
加

す
べ

き

で
あ

る
(M

/T
)。

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
作

業
は

ベ
ト

ナ
ム

側
が

主
体

的
に

時
間

を
か

け
て

実
施

す
べ

き
(J

E
T

)。
 

月
報

、

P
R

G
.R
、
本

邦
研

修
評

価
会

資
料

 

C
/P

  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
（

モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
、
意

思
決

定
過

程
な

ど
）
に

問
題

は
な

い
か

 

P
M

U
と

し
て

の
定

期
ミ

ー
テ

ィ

ン
グ

は
あ

る
か

。
意

思
決

定
は

ど

の
よ

う
に

し
て

い
る

か
。

 

P
M

U
と

JC
C
間

の
情

報
交

換
・
協

議
は

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。
改

善
点

は
あ

る
か

。
 

 
毎

週
初

め
の

定
例

調
整

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
開

催
し

て
お

り
、

ま
た

、
V

IA
P
側

が
コ

ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

て
い

る
。

 

毎
週

初
め

の
定

例
調

整
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

開
催

し
て

い
る

。
た

だ
し

、
専

門
家

の
ア

サ

イ
ン

と
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
確

認
が

中
心

で
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ま

で
は

行
わ

れ
て

い
な

い
。

JE
T
内

部
で

も
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

制
度

化
し

て
い

な
い

。
 

日
常

の
意

思
決

定
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
(V

IA
P
副

所
長

)が
実

施
。
決

定

内
容

の
レ

ベ
ル

に
よ

っ
て

は
JC

C
や

副
大

臣
、

省
に

説
明

、
意

見
を

求
め

る
。

 

JC
C
メ

ン
バ

ー
の

他
、

M
/T
、

C
/S
が

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
に

リ
ー

ダ
ー

、
サ

ブ
リ

ー
ダ

ー

が
配

置
さ

れ
て

い
る

。
 

課
題

、
改

善
意

見
は

以
下

の
と

お
り

。
 

 

C
/P

, J
E

T
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5項
目
そ
の
他

 
評

価
設

問
 

判
断

基
準
・
方

法
 

調
査

結
果

 
情

報
源

 

・
 

ベ
ト

ナ
ム

側
で

の
正

式
な

意
思

決
定

に
時

間
が

か
か

る
 

・
 

ス
ピ

ー
ド

ア
ッ

プ
す

る
に

は
、

よ
り

緊
密

な
調

整
が

必
要

 

・
 

副
大

臣
の

同
意

を
得

る
の

が
非

常
に

難
し

く
JC

C
が

な
か

な
か

開
催

で
き

な
い

 

M
O

C
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

間
で

相
互

理
解

が
不

足
し

て
い

る
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

十
分

か
 

JE
T
内

、
JE

T
と

C
/P

, C
/P
間

 

改
善

点
が

あ
る

な
ら

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

。
 

 
・

 
短

期
専

門
家

は
分

野
別

で
年

度
に

よ
っ

て
入

れ
替

わ
る

こ
と

も
あ

る
た

め
、
全

て

の
日

本
人

専
門

家
が

一
堂

に
会

す
機

会
は

な
い

。
日

本
人

専
門

家
内

で
の

定
例

ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
は

な
い

。
 

・
 

語
学

力
不

足
の

専
門

家
が

数
名

い
る

。
し

か
し

、
JE

T
と

C
/P
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
に

は
問

題
は

な
い

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
オ

フ
ィ

ス
が

隣
接

し
て

お
り

、
緊

密

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
保

て
て

い
る

。
 

・
 

V
IA

P
内

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
個

人
レ

ベ
ル

で
意

見
交

換
、

情
報

交
換

を

す
る

こ
と

は
あ

る
が

、
公

式
な

V
IA

P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

は

な
い

。
C

/S
内

、
C

/S
と

M
/T
と

の
間

で
よ

り
頻

繁
な

情
報

交
換

・
意

見
交

換
が

望

ま
れ

る
。

 

・
 

M
O

C
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
間

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ギ
ャ

ッ
プ

が
あ

る
。

 

JE
T

, 

C
/P

(V
IA

P

) 

実
施

機
関

や
C

/P
の

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
、
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
高

い
か

。
 

最
近

高
ま

っ
て

き
て

い
る

と
い

う
判

断
材

料
は

何
か

。
高

ま
り

の

理
由

は
。

 

ど
の

層
に

高
ま

り
が

み
ら

れ
る

か
。

 

 
全

般
に

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

高
い

。
特

に
、

実
際

に
作

業
中

で
あ

る
C

/S
は

熱
心

で
あ

る
。

（
以

下
例

）
 

・
 

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

や
テ

ク
ニ

カ
ル

ガ
イ

ダ
ン

ス
へ

の
出

席
率

が
高

い
。

 

・
 

洪
水

対
策

や
気

候
変

動
適

応
、

淡
水

化
な

ど
C

/P
か

ら
熱

心
な

質
問

が
日

々
数

多

く
寄

せ
ら

れ
る

。
 

・
 

W
/S
で

日
本

の
事

例
を

紹
介

す
る

と
、

使
わ

れ
て

い
る

デ
ー

タ
が

細
か

い
の

に
驚

か
れ

る
。

 

・
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
毎
週
定
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
で
き
て
い
る
。

 

・
 

ハ
イ

ヅ
ォ

ン
省

、
市

は
非

常
に

協
力

的
で

あ
る

。
 

・
 

C
/P
か

ら
も

っ
と

学
び

た
い

こ
と

が
具

体
的

に
挙

が
る

。
 

・
 

職
員

の
能

力
向

上
は

V
IA

P
の

長
年

の
悲

願
で

あ
っ

た
。

 

・
 

現
場

を
見

ず
に

計
画

策
定

を
実

施
し

て
い

た
V

IA
P
に

と
っ

て
現

地
と

の
共

同
作

業
に

よ
る

計
画

策
定

を
経

験
で

き
る

こ
と

自
体

が
嬉

し
い

。
 

・
 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
の

現
場

に
は

何
度

も
足

を
運

ん
で

い
る

。
 

・
 

新
し

い
計

画
策

定
ア

プ
ロ

ー
チ

が
好

意
的

・
積

極
的

に
受

け
入

れ
ら

れ
て

い
る

。
 

・
 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
の

ス
ピ

ー
ド

ア
ッ

プ
の

た
め

に
職

員
が

2週
間

専
任

で
作

業
に

あ
た

れ
る

措
置

が
な

さ
れ

た
。

 

JE
T

, C
/P
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
や

成
果

を
ど

う
と

ら
え

て
い

る
か

。
役

立

て
ら

れ
る

か
。

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

や
成

果
は

全
体

的
に

非
常

に
肯

定
的

に
評

価
さ

れ
て

い
る

。

(以
下

、
具

体
例

) 

＜
マ

ニ
ュ

ア
ル

＞
 

・
 

こ
の

よ
う

な
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
今

ま
で

存
在

せ
ず

、
ベ

ト
ナ

ム
の

状
況

に
適

し
た

も

の
に

な
っ

て
い

る
か

ど
う

か
チ

ェ
ッ

ク
し

、
M

O
C
で

正
式

承
認

さ
れ

れ
ば

非
常

に

有
用

で
あ

る
。

fi
na

li
ze
さ

れ
る

こ
と

に
期

待
し

て
い

る
。

(M
G

T
, M

O
C

) 

・
 

日
本

の
経

験
が

シ
ェ

ア
さ

れ
て

お
り

、
新

し
い

ア
プ

ロ
ー

チ
が

導
入

さ
れ

、
と

て

も
よ

い
。
こ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
導

入
さ

れ
れ

ば
、
計

画
策

定
の

コ
ン

セ
プ

ト
が

が

ら
り

と
変

わ
る

。
今

ま
で

財
政

面
の

計
画

な
ど

は
考

慮
し

て
こ

な
か

っ
た

。
(M

/T
) 

・
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
重

要
な

要
素

で
あ

り
、
研

修
コ

ー
ス

の
よ

い
基

礎
と

な
る

。
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
新

し
い

計
画

ア
プ

ロ
ー

チ
を

導
入

し
た

こ
と

は
と

て
も

よ
い

。

(M
G

T
) 

＜
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

＞
 

・
 

仕
事

の
仕

方
の

他
に

、
技

術
的

な
面

で
も

多
く

を
学

ん
だ

。
情

報
分

析
、
デ

ー
タ

分
析

、
世

帯
訪

問
調

査
、

コ
ミ

ュ
ー

ン
調

査
、

交
通

量
調

査
、

G
IS
等

で
あ

る
。

G
IS
は

地
方

の
管

理
職

レ
ベ

ル
の

職
員

に
と

っ
て

有
用

で
あ

る
と

思
う

。
(C

/S
) 

＜
都

市
計

画
管

理
＞

 

・
 

個
人

的
に

も
、

組
織

と
し

て
も

都
市

計
画

管
理

に
関

す
る

期
待

は
非

常
に

大
き

い
。

(M
O

C
) 

＜
V

U
P

T
C
＞

 

・
 

都
市

計
画

に
関

し
学

生
向

け
の

研
修

コ
ー

ス
は

あ
る

が
、
実

務
者

向
け

の
も

の
は

今
ま

で
な

か
っ

た
。

V
U

P
T

C
設

立
は

状
況

に
非

常
に

マ
ッ

チ
し

て
い

る
。

(M
G

T
) 

C
/P

 

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
W

/S
や

セ
ミ

ナ

ー
へ

の
参

加
の

程
度
・
意

欲
は

ど

う
か

。
 

W
/S
等

開
催

要
望

、
W

/S
等

に
対

す
る

評
価

は
ど

う
か

。
 

 
・

 
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
や

テ
ク

ニ
カ

ル
ガ

イ
ダ

ン
ス

へ
の

出
席

率
が

高
い

。
(J

E
T

) 

・
 

W
/S
や

テ
ク

ニ
カ

ル
ガ

イ
ダ

ン
ス

で
多

く
を

学
ん

だ
。

(C
/S

) 

・
 

ハ
イ

ヅ
ォ

ン
省

上
層

部
が

長
時

間
セ

ミ
ナ

ー
に

出
席

し
て

い
る

。
 

・
 

プ
レ

ゼ
ン

が
多

く
議

論
、

意
見

交
換

が
少

な
い

。
(M

/T
) 

C
/P

, J
E

T
 

－　－30



 

 

5項
目
そ
の
他

 
評

価
設

問
 

判
断

基
準
・
方

法
 

調
査

結
果

 
情

報
源

 

そ
の

他
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
過

程
で

生
じ

て
い

る
問

題
は

あ
る

か
。

原
因

は
。

 

 
 

・
 

言
語

の
壁

が
あ

る
他

、
通

訳
が

若
干

不
足

気
味

。
(J

E
T

, C
/P

) 

・
 

デ
ー

タ
や

情
報

は
売

買
す

る
も

の
と

い
う

感
覚

が
あ

り
、
他

組
織

か
ら

情
報

を
得

る
の

に
時

間
が

か
か

る
。

O
D

A
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
の

手
に

資
金

が
入

る
わ

け
で

は
な

い
こ

と
を

関
係

者
が

理
解

す
る

の
が

最
初

難
し

か
っ

た
。

(M
G

T
) 

・
 

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

よ
う

に
ベ

ト
ナ

ム
人

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

雇
用

す
れ

ば
、
日

本
人

の
専

門
家

は
イ

ン
プ

ッ
ト

を
得

ら
れ

る
。

(M
G

T
) 

・
 

社
会

主
義

時
代

の
概

念
が

こ
び

り
つ

い
て

お
り

、
転

換
に

時
間

が
か

か
る

。
(J

E
T

) 

C
/P

, J
E

T
 

妥
当

性
 

（
必

要
性

）
対

象
地

域
・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
 

都
市

計
画

法
制

定
に

伴
い

ニ
ー

ズ
は

よ
り

明
確

に
な

っ
た

か
。

 

一
般

に
地

方
都

市
の

都
市

計
画

に
関

す
る

問
題

認
識

が
高

ま
っ

て
い

る
か

。
 

 
地

方
都

市
の

乱
開

発
に

対
す

る
問

題
意

識
は

共
有

さ
れ

て
い

る
。

 

・
 

急
激

な
都

市
化

に
対

し
適

切
な

指
示
・
指

摘
が

で
き

る
よ

う
行

政
能

力
を

強
化

し

て
ほ

し
い

、
と

い
う

の
が

副
大

臣
の

意
向

で
あ

る
。

(J
E

T
) 

・
 

20
10

年
10

月
に

都
市

計
画

分
野

の
地

方
自

治
体

管
理

職
職

員
の

能
力

向
上

を
図

る
こ

と
が

政
府

決
定

さ
れ

た
。

 

・
 

地
方

都
市

で
は

多
岐

に
わ

た
る

課
題

が
山

積
し

て
お

り
、
意

思
決

定
層

レ
ベ

ル
で

の
都

市
計

画
分

野
の

ニ
ー

ズ
は

高
い

。
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

べ
く

何
ら

か
対

応
が

必

要
で

あ
る

。
V

IA
P
で

な
く

と
も

、
誰

か
が

V
U

P
T

C
を

機
能

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
(J

E
T

) 

・
 

地
方

レ
ベ

ル
で

は
建

築
許

可
の

判
断

を
下

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
そ

れ
に

見

合
う

能
力

が
な

い
。

大
都

市
だ

け
で

は
な

く
地

方
都

市
に

も
人

材
が

必
要

で
あ

る
。

 (
M

/T
) 

・
 

ハ
イ

ヅ
ォ

ン
市

は
都

市
発

展
の

生
き

残
り

戦
略

を
真

剣
に

検
討

し
て

お
り

、

V
IA

P
よ

り
も

意
識

が
高

い
ほ

ど
で

あ
る

。
(J

E
T

) 

・
 

地
方

都
市

の
乱

開
発

は
緊

急
を

要
す

る
程

の
状

況
で

は
な

い
が

、
近

い
将

来
、
深

刻
に

な
る

。
(J

E
T

) 

・
 

ベ
ト

ナ
ム

の
高

齢
化

の
速

度
、
社

会
資

本
整

備
状

況
を

考
え

る
と

イ
ン

フ
ラ

投
資

の
集

中
と

選
択

が
必

要
で

あ
り

、
ど

の
地

方
都

市
も

同
じ

拡
大

志
向

に
走

る
余

裕

は
な

い
。

(J
E

T
) 

JE
T

, M
/T

  

（
必

要
性

）
T

/G
 

(M
O

C
, V

IA
P

, U
D

A
, 

地
方

人
民

委
員

会
都

市
計

画
担

当
職

員
)の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
 

T
/G

は
何

を
改

善
し

た
い

と
考

え
て

い
る

か
。
そ

れ
は

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

達
成

可
能

か
。

 

 
ベ

ト
ナ

ム
側

の
問

題
意

識
の

幅
が

広
く

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
扱

う
要

素
は

問
題

意
識

に
非

常
に

合
致

し
て

い
る

。
逆

に
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

問
題

意
識

が
ク

リ
ア

に
な

っ
た

面
も

あ
る

。
し

か
し

当
然

、
問

題
意

識
の

全
て

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

扱
え

る
訳

で

は
な

い
。

 

＜
総

論
＞

 

都
市

計
画

を
巡

る
課

題
は

大
き

く
3つ

。
 

 C
/P

(V
IA

P
, 

 

M
O

C
) 

JE
T
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①
計

画
に

関
す

る
法

規
制

が
適

切
で

な
い

こ
と

。
具

体
的

に
は

、
都

市
計

画
の

ア
ウ

ト

プ
ッ

ト
と

し
て

要
求

・
規

定
さ

れ
て

い
る

内
容

が
不

適
切

で
あ

る
こ

と
で

あ
る

。
 

②
計

画
策

定
の

方
法

論
が

適
切

で
な

い
こ

と
で

あ
る

。
 

③
都

市
計

画
を

実
施

、
強

制
す

る
都

市
管

理
が

で
き

て
い

な
い

こ
と

。
市

が
間

違
っ

た

行
動

を
と

る
こ

と
、

計
画

そ
の

も
の

が
単

純
か

つ
厳

格
す

ぎ
る

こ
と

が
背

景
に

あ
る

。

計
画

の
内

、
強

制
力

を
持

つ
部

分
と

そ
う

で
な

い
部

分
と

が
明

確
で

な
い

。
 

法
が

改
定

さ
れ

れ
ば

状
況

は
改

善
す

る
と

思
わ

れ
る

が
、
新

都
市

計
画

法
の

改
定

内
容

は
不

十
分

で
あ

る
。

JE
T
は

第
三

者
の

立
場

か
ら

何
が

必
要

か
特

定
し

、
一

般
論

と
し

て
の

適
切

な
方

法
を

提
案

で
き

る
。
そ

れ
を

ベ
ト

ナ
ム

の
状

況
に

適
し

た
も

の
に

し
て

い
く

の
が

我
々

の
仕

事
で

あ
る

。
(M

/T
) 

＜
計

画
策

定
＞

 

改
善

し
た

い
方

向
性

は
以

下
の

と
お

り
。

(C
/P

, J
E

T
) 

・
 

科
学

的
で

根
拠

が
あ

り
、

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

い
る

 

・
 

現
地

の
実

情
に

即
し

て
い

る
 

・
 

新
し

い
ソ

フ
ト

な
と

の
ツ

ー
ル

が
活

用
さ

れ
て

い
る

 

・
 

デ
ー

タ
収

集
分

析
、
戦

略
・
計

画
立

案
の

ロ
ジ

ッ
ク

、
ス

テ
ッ

プ
が

合
理

的
で

あ

る
 

・
 

空
間

計
画

だ
け

で
は

な
く

財
政

、
運

営
維

持
管

理
、
投

資
計

画
ま

で
も

が
視

野
に

入
っ

て
い

る
 

・
 

新
し

い
概

念
（

住
民

参
加

、
環

境
、
気

候
変

動
適

応
緩

和
等

）
が

取
り

入
れ

ら
れ

て
い

る
 

＜
都

市
計

画
管

理
＞

 

都
市

計
画

管
理

の
重

要
性

に
対

す
る

認
識

は
非

常
に

高
い

。
 

背
景

及
び

課
題

認
識

は
以

下
の

と
お

り
。

 

・
 

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

実
施

が
困

難
で

あ
る

背
景

は
、
①

職
員

の
能

力
不

足
、
②

実

施
が

計
画

と
の

整
合

性
を

欠
く

こ
と

、
で

あ
る

。
(C

/S
) 

・
 

土
地

利
用

規
制

は
有

効
に

機
能

し
て

い
な

い
。

土
地

収
用

も
円

滑
で

は
な

い
。

(M
/T

) 

・
 

新
規

開
発

に
傾

き
す

ぎ
、
土

地
利

用
が

非
効

率
と

な
っ

て
い

る
。
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

パ

ー
の

開
発

を
市

が
意

図
す

る
、

市
民

も
裨

益
す

る
も

の
に

誘
導

で
き

て
い

な
い

。
 

(M
/T

) 
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・
 

計
画

実
施

の
た

め
の

予
算

が
限

ら
れ

、
長

期
的

ビ
ジ

ョ
ン

に
基

づ
い

て
投

資
が

で

き
ず

短
期

的
課

題
す

ら
解

決
で

き
て

い
な

い
。

 (
M

/T
) 

・
 

地
方

の
首

長
の

提
案

や
大

投
資

家
、

大
規

模
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

パ
ー

の
民

間
の

利
害

、

政
治

的
介

入
等

に
よ

り
計

画
の

質
の

低
下

、
現

実
と

計
画

と
の

か
い

離
を

招
く

。
 

(M
/T

) 

・
 

都
市

計
画

管
理

能
力

の
あ

る
人

材
が

い
な

い
。
投

資
許

可
が

出
る

と
、
開

発
許

可

が
な

く
て

も
建

築
さ

れ
て

し
ま

う
。

(J
E

T
) 

今
後

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
の

意
見

は
以

下
の

と
お

り
。

 

・
 

ベ
ト

ナ
ム

の
状

況
に

適
し

た
ツ

ー
ル

を
導

入
し

た
い

。
成

果
5・

都
市

計
画

管
理

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

、
①

今
の

規
制

の
枠

組
み

を
よ

り
よ

い
都

市
管

理
に

向
け

ど

う
修

正
し

て
い

く
か

、
に

関
す

る
提

案
、

②
他

国
の

事
例

紹
介

（
例

え
ば

U
R
の

よ
う

な
組

織
・
こ

の
よ

う
な

組
織

が
ベ

ト
ナ

ム
に

も
あ

る
と

有
益

で
あ

る
）
で

あ

る
。
何

ら
か

の
方

向
性

を
出

し
た

い
。
将

来
的

に
は

、
こ

れ
ら

の
提

案
を

ベ
ト

ナ

ム
の

い
く

つ
か

の
市

で
パ

イ
ロ

ッ
ト

し
た

い
。

(M
O

C
) 

 

・
 

日
本

の
土

地
利

用
に

関
す

る
法

規
制

等
を

も
っ

と
知

り
た

い
。

(M
/T

) 

・
 

土
地

利
用

規
制

が
有

効
に

機
能

す
る

た
め

に
は

政
府

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

が
必

要
で

あ
る

。
土

地
収

用
等

に
は

法
の

執
行

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
検

査
に

つ

い
て

も
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

(M
/T

) 

・
 

区
画

整
理

の
よ

う
な

事
業

を
用

い
て

戦
略

的
か

つ
公

共
に

資
す

る
都

市
開

発
を

実
施

で
き

る
と

よ
い

。
(M

/T
) 

・
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

扱
う

方
法

は
、

規
制

強
化

(計
画

実
施

・
強

制
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

)、
能

力
向

上
の

二
点

。
(C

/S
) 

＜
V

U
P

T
C
＞

 

・
 

都
市

計
画

策
定

を
請

け
負

う
V

IA
P
に

と
っ

て
V

U
P

T
C
設

立
、

職
員

の
能

力
向

上

は
長

年
の

悲
願

で
あ

っ
た

。
(M

G
T

, J
E

T
) 

・
 

都
市

計
画

に
関

し
学

生
向

け
の

研
修

コ
ー

ス
は

あ
る

が
、
実

務
者

向
け

の
も

の
は

今
ま

で
な

か
っ

た
。

 (
M

G
T

) 

（
優

先
度

）
相

手
国

の

開
発

政
策

と
の

整
合

性
は

あ
る

か
 

第
9次

社
会

経
済

開
発

計
画

と
整

合
性

が
あ

る
か

 

 
20

10
年

6月
原

案
で

は
3つ

の
課

題
の

一
つ

が
「

大
都

市
を

中
心

に
近

代
的

な
イ

ン
フ

ラ

シ
ス

テ
ム

を
建

設
す

る
こ

と
」
で

あ
り

、
重

点
分

野
に
「

現
代

社
会

に
必

要
な

都
市

開

発
、
交

通
網

、
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
の

整
備

に
努

力
す

る
」
こ

と
が

掲
げ

ら
れ

て
い

る
。 

第
9次

社
会

経
済

開
発

計
画

20
10

年
6月

原
案
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(優
先

度
)日

本
の

援

助
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

 

国
別

援
助

計
画
（

平
成

20
年

7月
）

と
整

合
性

が
あ

る
か

。
 

第
1次

案
か

ら
の

変
更

は
な

い
か

。
 

事
前

調
査

段
階

で
の

妥
当

性
判

断
根

拠
と

な
っ

て
い

る
国

別
援

助
計

画
第

1次
案

か
ら

の
変

更
は

な
く

、
整

合
性

は
保

た
れ

て
い

る
。

 

国
別

援
助

計
画

 

（
手

段
と

し
て

の
適

切
性

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

は
被

援
助

国
の

対
象

分
野
・
セ

ク
タ

ー
の

開

発
課

題
に

対
す

る
効

果
を

あ
げ

る
戦

略
と

し
て

適
切

か
（

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

適
切

な
選

択
か

等
）

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
組

み
立

て
(活

動
、
成

果
、
目

的
）
で

改
善
（

追

加
、
削

除
、
修

正
、
順

序
の

入
れ

替
え

等
）

す
べ

き
点

は
あ

る
か

。

な
ぜ

か
。

 

 
①

C
D

Sア
プ

ロ
ー

チ
、

②
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

や
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

実
施

ア
プ

ロ
ー

チ
、

③
都

市
計

画
管

理
に

対
す

る
取

り
組

み
方

、
④

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

内
容

ス
リ

ム
化

、
の

議

論
が

あ
る

が
、

個
々

人
の

意
見

の
レ

ベ
ル

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
 

①
C

D
Sア

プ
ロ

ー
チ

を
巡

る
議

論
 

・
 

現
在

の
ベ

ト
ナ

ム
の

地
方

都
市

の
状

況
を

考
え

る
と

、
自

治
体

首
長

の
要

望
に

応

え
る

方
が

有
効

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
地

方
都

市
の

建
設

局
職

員
の

み
を

タ
ー

ゲ

ッ
ト

と
す

る
の

で
は

な
く

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

対
応

型
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
つ

く

り
首

長
に

講
習

を
受

け
て

も
ら

う
と

よ
い

。
(J

E
T

) 

・
 

地
方

都
市

で
意

思
決

定
層

レ
ベ

ル
で

の
都

市
計

画
分

野
の

ニ
ー

ズ
は

高
い

が
、

C
D

S
の

み
で

は
い

つ
ま

で
た

っ
て

も
ベ

ー
ス

が
形

成
さ

れ
な

い
の

で
、

M
/P
を

出

発
点

と
す

べ
き

で
あ

る
。

(J
E

T
) 

・
 

オ
フ

ィ
シ

ャ
ル

な
協

力
と

し
て

は
、
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
V

U
P

T
C
を

つ
く

っ

て
ベ

ー
ス

と
な

る
知

識
・
技

術
の

普
及

を
地

道
に

や
っ

て
い

く
方

法
が

妥
当

で
あ

ろ
う

。
(J

E
T

) 

・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

ベ
ー

ス
）
を

し
っ

か
り

作
成

し
て

全
国

に
普

及
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

M
O

C
は

ベ
ー

ス
を

可
能

な
限

り
制

度
化

す
べ

き
で

あ
り

、
ベ

ー
ス

に
基

づ
い

た
研

修
は

重
要

で
あ

る
。

(J
E

T
) 

・
 

V
U

P
T

C
は

技
術

移
転

を
通

じ
て

能
力

向
上

を
継

続
で

き
る

の
で

、
自

立
発

展
性

の

観
点

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
の

中
で

一
番

重
要

で
あ

る
。

(C
/S

) 

②
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

や
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

ア
プ

ロ
ー

チ
を

巡
る

議
論

 

・
 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
を

北
部

だ
け

で
は

な
く

中
部

、
南

部
も

含
め

た
あ

と
２

～
３

か

所
に

拡
大

し
た

い
。

(M
G

T
) 

・
 

C
D

S
の

ア
イ

デ
ア

等
は

紹
介

さ
れ

て
い

る
が

、
実

施
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
は

新
し

い
方

法
論

を
既

に
実

施
し

て
い

る
と

こ
ろ

が
強

み
で

あ
る

。

(M
O

C
) 

・
 

都
市

計
画

と
都

市
管

理
が

整
合

し
、
連

携
が

と
れ

る
た

め
に

は
計

画
を

ベ
ー

ス
と

し
、
そ

の
上

に
可

能
か

つ
適

切
な

事
業

手
法

を
導

入
す

る
こ

と
が

今
後

有
効

で
あ

ろ
う

。
ニ

ー
ズ

と
ぴ

っ
た

り
合

う
事

業
手

法
を

戦
略

的
に

導
入

し
て

い
け

る
と

よ

い
。

(J
E

T
) 

C
/P

 

(V
IA

P
, 

M
O

C
),

 

JE
T
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・
 

ベ
ト

ナ
ム

側
は

橋
や

道
路

等
の

整
備

で
は

な
く

、
面

的
整

備
事

業
を

日
本

に
期

待

し
て

い
る

。
韓

国
も

多
少

実
施

し
て

い
る

が
、
こ

の
点

に
関

し
て

の
ベ

ト
ナ

ム
側

の
日

本
へ

の
期

待
は

高
い

。
(J

E
T

) 

③
都

市
計

画
管

理
に

対
す

る
取

り
組

み
方

 

・
 

地
方

都
市

と
中

央
省

庁
と

を
結

び
つ

け
る

こ
と

が
重

要
。

(M
O

C
) 

・
 

問
題

が
幅

広
く

分
散

し
て

お
り

、
問

題
を

特
定

す
る

の
が

難
し

い
の

で
扱

う
ト

ピ

ッ
ク

を
限

定
す

べ
き

。
例

え
ば

、
計

画
許

可
、
土

地
フ

ァ
ン

ド
（

所
有

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

政
府

の
将

来
利

用
の

た
め

に
土

地
を

確
保

し
て

お
く

こ
と

）
、
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

た
め

の
土

地
の

配
置

、
土

地
利

用
や

建
築

、
都

市
開

発
と

イ
ン

フ
ラ

と

を
ど

う
結

び
つ

け
る

か
、

な
ど

。
(M

O
C

) 

・
 

将
来

的
に

は
、
都

市
計

画
管

理
に

関
す

る
提

案
を

ベ
ト

ナ
ム

の
い

く
つ

か
の

市
で

パ
イ

ロ
ッ

ト
し

た
い

。
(M

O
C

) 

・
 

重
要

で
は

あ
る

が
、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
提

案
内

容
を

踏
ま

え
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
す

る
と

こ
ろ

ま
で

至
る

の
は

難
し

い
。

(J
E

T
) 

④
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
内

容
ス

リ
ム

化
 

・
 

用
地

確
保

と
投

資
額

概
算

と
い

う
都

市
計

画
策

定
の

目
的

に
照

ら
せ

ば
、
通

信
等

の
分

野
を

含
め

る
必

要
は

な
い

。
(J

E
T

) 

・
 

墓
地

計
画

等
、
日

本
側

か
ら

技
術

移
転

で
き

る
こ

と
が

な
い

分
野

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
除

外
す

べ
き

。
(J

E
T

) 

現
在

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
研

修
コ

ン
テ

ン
ツ

で
実

務
使

用
に

そ
ぐ

わ
な

い
、
あ

る
い

は
不

足
す

る
部

分
が

あ
る

か
。

 

 
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
重

要
性

が
認

識
さ

れ
、
期

待
も

大
き

い
が

、
見

直
す

べ
き

点
が

多
々

あ

る
。
論

点
は

、
①

ベ
ト

ナ
ム

化
・
活

用
方

法
の

方
向

性
、
②

内
容

・
構

成
、
③

見
直

し

の
作

業
方

法
で

あ
る

が
、

統
一

見
解

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

①
ベ

ト
ナ

ム
化

・
活

用
方

法
の

方
向

性
 

・
 

日
本

の
方

法
論

が
50

％
、
ベ

ト
ナ

ム
の

実
施

面
が

50
％

、
の

よ
う

に
双

方
か

ら
の

内
容

を
統

合
で

き
る

と
よ

い
。

(M
O

C
) 

・
 

1年
次

に
提

示
さ

れ
た

ド
ラ

フ
ト

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

あ
る

数
多

く
の

ス
テ

ッ
プ

は
新

法
に

沿
っ

て
お

ら
ず

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

通
り

に
実

施
す

る
と

、
計

画
策

定
予

算
不

足

等
の

問
題

が
生

じ
る

デ
ー

タ
収

集
も

困
難

で
あ

る
。

(C
/S

) 

・
 

現
在

の
法

規
制

の
枠

組
み

に
則

り
適

用
可

能
な

も
の

に
す

べ
き

、
と

い
う

意
見

、

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

参
考

図
書

、
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

と
し

て
そ

の
中

で
で

き
る

も

の
か

ら
適

用
し

て
い

く
、

と
い

う
意

見
と

が
あ

る
。

(M
/T

) 

・
 

 

C
/P

, J
E

T
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・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

国
際

的
な

基
準

に
の

っ
と

っ
て

つ
く

る
方

針
で

あ
る

が
、
概

念
が

そ
も

そ
も

異
な

り
、
ベ

ト
ナ

ム
側

が
ど

れ
だ

け
吸

収
し

て
活

用
で

き
る

か
が

大
き

な
勝

負
と

な
る

。
(J

E
T

) 

・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

最
終

確
定

後
、

M
O

C
は

こ
れ

を
展

開
し

て
い

く
決

定
を

す
べ

き
で

あ
る

。
 (

M
G

T
) 

・
 

M
O

C
承

認
手

続
に

は
時

間
が

か
か

る
の

で
、

参
考

図
書

扱
い

と
す

べ
き

で
あ

る
。

(M
G

T
) 

・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

合
わ

せ
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
使

用
方

法
に

つ
い

て
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
も

作
成

す
る

の
が

よ
い

。
(M

G
T

) 

②
構

成
・

内
容

 

・
 

全
体

の
構

成
よ

い
が

、
個

々
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
や

内
容

に
つ

い
て

は
再

検
討

が
必

要

で
あ

る
。

 (
M

/T
) 

・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

主
た

る
コ

ン
セ

プ
ト

や
理

論
は

最
新

の
ア

イ
デ

ア
を

取
り

込
ん

で
い

る
と

い
う

点
で

と
て

も
よ

い
が

、
野

心
的

す
ぎ

る
き

ら
い

が
あ

る
。

(M
/T

) 

・
 

特
に

、
都

市
デ

ザ
イ

ン
の

項
は

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
。

 (
M

/T
) 

・
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

や
都

市
計

画
管

理
に

関
す

る
項

を
含

め
る

べ
き

で
あ

る
。

(C
/S

, M
/T

) 

・
 

H
IS
、

 資
金

調
達

、
運

営
維

持
管

理
、
電

力
や

通
信

に
つ

い
て

は
内

容
が

限
ら

れ

て
い

る
。

(J
E

T
) 

③
見

直
し

の
作

業
方

法
 

・
 

項
毎

に
日

本
人

専
門

家
と

議
論

し
な

が
ら

協
働

作
業

で
行

わ
れ

る
べ

き
。

(M
/T

) 

・
 

現
在

の
法

規
制

を
取

り
込

む
の

で
は

な
く

、
単

な
る

紹
介

に
と

ど
ま

る
の

で
も

な

く
、

も
っ

と
技

術
的

に
深

め
る

べ
き

。
(M

/T
) 

・
 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
を

通
じ

て
改

定
す

べ
き

で
あ

る
。

(M
/T

, J
E

T
) 

・
 

C
/P
と

ど
こ

が
分

か
り

に
く

い
か

十
分

に
議

論
が

必
要

。
(J

E
T

) 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
候

補
地

選
定

は
適

切
で

あ
っ

た
か

。
 

ア
ク

セ
ス

、
汎

用

性
、
協

力
、
目

的

と
の

整
合

性
 

現
実

的
な

選
択

で
は

あ
る

が
、
汎

用
性

の
観

点
か

ら
す

る
と

条
件

が
良

す
ぎ

る
と

い
う

意
見

が
あ

る
。

 

・
 

ハ
イ

ヅ
ォ

ン
は

経
済

発
展

の
ト

ラ
イ

ア
ン

グ
ル

の
中

に
あ

り
、
他

に
比

べ
好

条
件

で
あ

る
。
経

済
活

動
の

中
心

か
ら

遠
い

中
部

に
適

用
可

能
か

に
つ

い
て

は
、
説

得
、

説
明

が
困

難
な

部
分

が
あ

る
。

(C
/S

, J
E

T
) 

・
 

都
市

規
模

、
戦

略
的

重
要

性
、
自

治
体

の
意

欲
や

協
力

姿
勢

、
ア

ク
セ

ス
等

を
総

合
す

る
と

妥
当

な
選

択
で

は
あ

っ
た

。
(J

E
T

) 

C
/P
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・
 

立
地

状
況

を
鑑

み
北

部
、

中
部

、
南

部
か

ら
各

1箇
所

ず
つ

、
と

い
う

よ
う

に
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

は
数

か
所

実
施

し
た

方
が

よ
か

っ
た

。
 (

JE
T

, M
G

T
) 

他
ド

ナ
ー

の
資

料
の

活
用

、
重

複

排
除

、
整

合
性

チ
ェ

ッ
ク

、
協

働

等
が

行
わ

れ
て

い
る

か
。

 

ド
ナ

ー
協

調
で

改
善

の
余

地
は

あ
る

か
。

 

 
 

特
に

他
ド

ナ
ー

と
の

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

や
矛

盾
は

生
じ

て
い

な
い

。
(J

E
T

) 

 
W

B
は

ア
カ

デ
ミ

ー
を

支
援

し
て

お
り

、
計

画
策

定
に

関
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

や
講

師
派

遣
で

V
IA

P
の

協
力

を
得

た
い

意
向

で
あ

る
。

(W
B

) 

JE
T

, W
B

 

（
手

段
と

し
て

の
適

切
性

）
T

/G
の

選
定

は

適
切

か
（

対
象

、
規

模

な
ど

）
 

講
師

人
数

・
対

象
者

の
想

定
は

。
 

V
IA

P
以

外
の

M
O

C
職

員
、

U
D

A

職
員

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

ど
う

関
わ

る
か

。
 

 
講

師
は

M
/T
を

中
心

に
C

/S
か

ら
も

数
名

、
都

市
計

画
管

理
に

関
し

て
は

V
IA

P
外

か
ら

も
招

聘
す

る
方

向
で

あ
る

が
、

詳
細

は
未

定
で

あ
り

、
お

お
よ

そ
の

人
数

も
未

確
定

。

能
力

水
準

が
十

分
か

に
つ

い
て

も
意

見
が

分
か

れ
る

。
 

受
講

生
は

地
方

の
都

市
計

画
分

野
管

理
職

を
中

心
に

幅
広

く
、

人
数

規
模

は
不

明
。

 

＜
講

師
＞

 

・
 

計
画

策
定

講
師

は
、

V
IA

P
の

経
験

豊
富

な
プ

ラ
ン

ナ
ー

約
20

名
程

度
（

V
IA

P
職

員
総

数
は

約
70

0名
）
の

他
、
外

部
（

大
学

、
M

O
C
、
協

会
、

E
C
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
際

の
専

門
家

等
）

か
ら

5～
7名

程
度

。
(M

G
T

) 

・
 

都
市

計
画

管
理

講
師

は
M

O
C
の

専
門

家
、
地

方
政

府
職

員
の

優
れ

た
人

材
等

が
考

え
ら

れ
る

が
、

日
本

人
専

門
家

の
支

援
も

期
待

し
た

い
。

(M
G

T
) 

・
 

C
/S
の

内
何

人
か

は
講

師
に

な
り

得
る

だ
け

の
能

力
が

あ
る

。
(J

E
T

) 

・
 

C
/S
は

若
い

た
め

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
定

に
携

わ
る

人
が

講
師

候
補

に
適

任
と

思
わ

れ
る

。
 (

JE
T

) 

・
 

講
師

は
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

に
関

わ
っ

た
20

～
25

人
の

コ
ア

ス

タ
ッ

フ
に

加
え

、
M

O
C
か

ら
数

名
の

講
師

を
招

聘
す

る
。

(M
G

T
) 

・
 

ハ
イ

ヅ
ォ

ン
市

の
一

部
職

員
も

講
師

候
補

で
あ

る
。

(C
/S

) 

・
 

C
/S
や

V
IA

P
の

経
験

の
あ

る
人

が
よ

い
が

、
V

IA
P
か

ら
講

師
を

務
め

ら
れ

る
人

は

数
人

で
あ

ろ
う

。
ま

ず
講

師
養

成
研

修
を

行
い

、
方

法
論

を
完

全
に

理
解

し
た

専

門
職

を
育

て
て

い
く

。
講

師
候

補
は

他
の

組
織

に
も

い
る

で
あ

ろ
う

が
、
多

く
は

な
い

。
講

師
の

半
分

は
日

本
人

専
門

家
が

よ
い

と
思

う
。

(M
/T

) 

＜
受

講
者

＞
 

・
 

経
験

者
対

象
の

研
修

を
実

施
す

べ
き

。
(M

G
T

) 

・
 

都
市

計
画

管
理

に
関

し
て

は
、

M
O

C
の

職
員

、
地

方
政

府
の

計
画
・
管

理
担

当
の

職
員

が
受

講
対

象
者

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。
都

市
計

画
管

理
及

び
ガ

バ
ナ

ン
ス

、

プ
ラ

ン
ナ

ー
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

べ
き

で
あ

る
。
プ

ラ
ン

ナ
ー

は
実

C
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E
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務
は

こ
な

し
て

い
る

が
、

知
識

を
向

上
さ

せ
る

機
会

が
な

い
。

(M
G

T
) 

・
 

都
市

の
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
ク

ラ
ス

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

に
含

め
る

べ
き

。
(C

/S
) 

・
 

受
講

生
は

プ
ラ

ン
ナ

ー
（

V
IA

P
、

市
の

都
市

計
画

機
関

、
民

間
会

社
等

）
と

地

方
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ベ

ル
（

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

承
認

、
実

施
担

当
者

）
で

あ

る
。

V
IA

P
だ

け
で

も
プ

ラ
ン

ナ
ー

は
20

0～
30

0人
い

る
。

(M
G

T
) 

・
 

研
修

の
対

象
者

は
省

や
市

の
管

理
職

ク
ラ

ス
で

あ
る

。
(C

/S
) 

・
 

地
方

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

会
社

等
は

理
解

の
程

度
や

質
が

低
い

こ
と

が
あ

り
、
ニ

ー
ズ

が
あ

る
。

(M
/T

) 

事
前

評
価

以
降

、
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

は
な

い
か

 

都
市

計
画

法
及

び
関

連
規

制
制

定
、
社

会
経

済
開

発
計

画
以

外
に

大
き

な
変

化
は

あ
る

か
。

 

 
20

10
年

10
月

に
都

市
計

画
分

野
の

地
方

自
治

体
管

理
職

職
員

の
能

力
向

上
を

図
る

こ

と
が

政
府

決
定

さ
れ

た
。

 

政
府

決
定

文
書

 

有
効

性
 

（
プ

ロ
目

の
達

成
予

測
）
投

入
・

成
果

の
実

績
、
活

動
の

状
況

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

、
プ

ロ

目
の

達
成

の
見

込
み

は
あ

る
か

 

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
見

通
し

。
 

実
施

可
能

か
。

 

 
楽

観
的

な
も

の
か

ら
悲

観
的

な
も

の
ま

で
確

た
る

見
通

し
が

な
い

が
、
ス

ピ
ー

ド
ア

ッ

プ
が

必
要

な
こ

と
は

認
識

さ
れ

て
い

る
。

 

C
/P

, J
E
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（
プ

ロ
目

の
達

成
予

測
）
プ

ロ
目

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

遅
れ

の
原

因
は

何
か

。
 

プ
ロ

目
は

十
分

共
有

さ
れ

て
い

る
か

。
 

達
成

し
た

い
水

準
の

イ
メ

ー
ジ

は
明

確
か

。
 

 
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
遅

れ
の

原
因

の
内

、
以

下
3点

何
ら

か
の

対
応

が
可

能
で

あ
り

、
ま

だ
改

善
の

余
地

が
あ

る
。

 

・
 

日
本

人
専

門
家

の
ア

サ
イ

ン
が

細
切

れ
で

投
入

時
期

を
含

め
効

率
が

悪
い

 

・
 

仕
事

の
方

法
や

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

調
整

方
法

の
確

立
等

不
十

分
 

・
 

C
/P
は

通
常

業
務

に
加

え
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
参

加
し

て
い

る
た

め
、
業

務
量

が
多

く
多

忙
 

問
題

意
識

が
大

き
く

長
期

ス
パ

ン
で

と
ら

え
ら

れ
て

お
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

区
切

り

が
差

し
迫

っ
て

認
識

さ
れ

て
い

な
い

。
 

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
支

援
へ

の
期

待
が

表
明

さ
れ

て
い

る
。

 

・
 

今
後

5年
に

注
力

す
べ

き
こ

と
は

T
O

T
, 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

研
修

教
材

作
成

で
あ

る
。

(M
G

T
) 

・
 

研
修

の
要

素
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
小

さ
い

。
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

教
材

を
つ

く

る
た

め
に

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
V

U
P

T
C
支

援
を

期
待

す
る

。

(M
G

T
) 

・
 

V
U

P
T

C
設

立
は

野
心

的
な

ス
コ

ー
プ

で
、
詳

細
を

決
定

し
、
設

立
に

向
け

た
ロ

ー

ド
マ

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

は
、

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
か

な

り
初

期
段

階
で

あ
ろ

う
。

(M
G

T
) 

P
R

G
.R

, 

月
報

 

C
/P

, J
E

T
 

（
因

果
関

係
）
成

果
は

プ
ロ

目
を

達
成

す
る

た
め

に
十

分
で

あ
る

か
 

都
市

計
画

管
理

の
観

点
か

ら
計

画
策

定
に

関
す

る
意

見
や

要
望

は
あ

る
か

。
 

 
成

果
5・

都
市

計
画

管
理

は
大

き
い

ス
コ

ー
プ

の
中

の
第

一
歩

で
あ

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標

達
成

に
直

接
大

き
く

貢
献

す
る

も
の

で
は

な
い

が
、
計

画
の

現
実

性
を

高
め

る
こ

と
と

意
識

啓
発

と
に

役
立

っ
て

い
る

。
 

・
 

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

の
み

な
ら

ず
都

市
計

画
を

実
施

す
る

都
市

計
画

管
理

の
重

要
性

に
つ

い
て

認
識

し
た

。
(M

G
T

) 

・
 

ゾ
ー

ニ
ン

グ
で

ど
の

よ
う

な
都

市
管

理
要

素
を

規
定

す
べ

き
か

が
議

論
に

な
る

。

(J
E

T
) 

・
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ツ
ー

ル
と

し
て

の
都

市
計

画
に

つ
い

て
の

理
解

が
不

足
し

て
い

る
。

(J
E

T
) 

・
 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
で

計
画

を
実

施
す

る
た

め
の

計
画

を
作

成
予

定
で

あ
る

こ
と

は
、
都

市
計

画
管

理
と

他
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
と

の
リ

ン
ケ

ー
ジ

の
表

れ
で

あ
ろ

う
と

思
う

。
(M

O
C

) 

・
 

今
後

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

は
、
実

施
に

あ
た

り
困

難
な

ケ
ー

ス
に

注
目

し
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
反

映
さ

れ
る

こ
と

を
念

頭
に

お
い

て
な

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。

(M
G

T
) 
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（
因

果
関

係
）
成

果
か

ら
プ

ロ
目

に
至

る
外

部
条

件
は

現
時

点
で

も
正

し
い

か
。
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

。
 

研
修

コ
ー

ス
を

継
続

的
に

実
施

す
る

た
め

の
ベ

ト
ナ

ム
側

予
算

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
。

 

 
M

O
C
と

し
て

V
U

P
T

C
活

動
の

支
援

を
行

な
っ

て
い

く
旨

、
副

大
臣

よ
り

JC
C
で

言
及

が

あ
っ

た
。

 

V
U

P
T

C
の

財
務

面
で

の
自

立
発

展
性

の
重

要
性

は
V

IA
P
に

理
解

さ
れ

て
い

る
が

、
具

体
策

は
明

確
で

な
い

。
 

副
大

臣
 

C
/P

 

T
O

T
を

受
け

た
講

師
が

研
修

実

施
に

継
続

的
に

携
わ

る
か

。
 

 
(講

師
が

決
ま

っ
て

い
な

い
現

段
階

で
の

判
断

は
時

期
尚

早
) 

 

効
率

性
 

（
成

果
の

達
成

度
）
成

果
の

達
成

度
は

適
切

か
（

実
績

と
目

標
値

の

比
較

）
 

都
市

計
画

策
定

マ
ニ

ュ
ア

ル

(案
)を

ど
う

評
価

し
て

い
る

か
。

改
善

す
べ

き
点

は
あ

る
か

。
 

 
 

非
常

に
有

用
で

あ
り

期
待

も
大

き
い

が
、

改
善

す
べ

き
点

が
多

々
あ

る
。

(C
/P

) 

  
 

C
/P

 

モ
デ

ル
省
・
市

計
画

策
定

か
ら

学

ん
だ
・
学

び
た

い
（

学
ん

で
ほ

し

い
）
こ

と
は

何
か

。
策

定
過

程
で

都
市

計
画

策
定

マ
ニ

ュ
ア

ル

(案
)が

不
適

切
と

思
わ

れ
る

点

が
判

明
し

て
い

る
か

。
 

 
O

JT
及

び
マ

ニ
ュ

ア
ル

へ
の

反
映

と
い

う
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

の
主

旨
に

照
ら

せ
ば

途
上

で
は

あ
る

も
の

の
成

果
は

達
成

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
 

＜
O

JT
＞

 

・
 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
で

は
仕

事
の

仕
方

の
他

に
、

技
術

的
な

面
で

も
多

く
を

学
ん

だ
。
情

報
分

析
、
デ

ー
タ

分
析

、
世

帯
訪

問
調

査
、
コ

ミ
ュ

ー
ン

調
査

、
交

通
量

調
査

、
G

IS
等

で
あ

る
。

G
IS
は

地
方

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

ベ
ル

の
職

員
に

と
っ

て

有
用

で
あ

る
と

思
う

。
(C

/S
) 

・
 

H
IS
、

情
報

分
析

・
活

用
方

法
、

ソ
フ

ト
の

使
い

方
等

に
つ

い
て

も
っ

と
学

び
た

い
。

C
/S
の

途
上

で
あ

り
講

師
を

務
め

ら
れ

る
レ

ベ
ル

に
は

ま
だ

達
し

て
い

な
い

。

(C
/S

) 

・
 

現
状

分
析

ま
で

し
か

終
わ

っ
て

お
ら

ず
、
こ

れ
か

ら
行

う
現

状
分

析
結

果
の

活
用

方
法

に
興

味
が

あ
る

。
例

え
ば

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

を
ど

う
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
に

生
か

し

て
い

く
か

、
な

ど
は

、
得

て
い

る
デ

ー
タ

は
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
で

あ
る

が
、
非

常
に

主
観

的
な

情
報

で
も

あ
り

、
ソ

ー
ス

が
異

な
る

情
報

を
ど

の
よ

う
に

組
み

合
わ

せ

て
活

用
し

て
い

く
か

、
関

心
が

あ
る

。
(C

/S
) 

・
 

分
析

結
果

の
プ

レ
ゼ

ン
、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

方
法

に
つ

い
て

学
ん

だ
。
計

画
を

実

施
す

る
に

あ
た

り
困

難
は

何
か

、
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
の

方
法

論
が

よ
い

の
か

ど
う

か
、

な
ど

の
視

点
を

得
た

。
(C

/S
) 

・
 

技
術

面
の

み
な

ら
ず

ガ
バ

ナ
ン

ス
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

主
体

、
財

源
な

ど
、
よ

り
総

合
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
採

ら
れ

て
い

る
。

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

重
要

性
が

分
か

っ
た

。
 

(C
/S

) 

・
 

体
系

的
な

総
論

の
理

解
は

不
足

し
て

い
る

。
全

体
の

シ
ス

テ
ム

は
社

会
の

し
く

み

と
連

動
し

て
お

り
吸

収
に

時
間

が
か

か
る

た
め

、
計

画
プ

ロ
セ

ス
の

合
理

性
が

理

C
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解
で

き
な

い
。
計

画
策

定
の

筋
立

て
、
ス

テ
ッ

プ
、
分

析
を

是
非

理
解

し
て

ほ
し

い
。

(J
E

T
) 

＜
マ

ニ
ュ

ア
ル

へ
の

反
映

＞
 

・
 

デ
ー

タ
収

集
や

H
IS
等

、
現

行
の

法
規

制
枠

組
み

と
の

矛
盾

や
現

実
的

で
な

い
部

分
が

明
確

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
(C

/P
) 

・
 

都
市

デ
ザ

イ
ン

や
都

市
施

設
運

営
維

持
管

理
、
資

金
調

達
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

、
都

市
管

理
等

、
記

述
が

不
足

し
て

い
る

と
こ

ろ
が

判
明

し
て

い
る

。

(M
/T

, J
E

T
) 

・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

ど
う

現
実

に
適

用
す

る
か

を
学

ん
だ

。
(M

G
T

) 

・
 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
作

業
過

程
で

は
、
数

多
く

の
困

難
が

あ
っ

た
。
こ

れ
ら

の
実

際

の
実

施
過

程
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

盛
り

込
ん

で
ほ

し
い

。
(C

/S
) 

講
師

が
身

に
つ

け
る

べ
き

能
力

水
準

の
検

討
・
協

議
は

な
さ

れ
て

い
る

か
。

 

 
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
実

施
さ

れ
、

そ
の

分
析

結
果

に
基

づ
い

て

T
O

T
の

検
討

が
な

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

。
能

力
不

足
が

認
識

さ
れ

て
い

る
の

は
以

下
の

よ
う

な
点

で
あ

る
。

 

・
 

教
授

法
 (

M
G

T
) 

・
 

質
問

の
設

定
か

ら
H

IS
の

実
施

、
デ

ー
タ

分
析

、
計

画
へ

の
反

映
、

と
い

っ
た

一

連
の

全
プ

ロ
セ

ス
を

ベ
ト

ナ
ム

の
法

規
制

の
枠

組
み

の
中

で
実

施
す

る
能

力

(C
/S

) 

・
 

デ
ー

タ
分

析
の

た
め

の
ソ

フ
ト

の
使

い
方

、
デ

ー
タ

を
用

い
た

分
析

の
方

法
論

、

ビ
ジ

ョ
ン

を
検

討
す

る
た

め
の

方
法

論
等

(M
/T

) 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
調

査
票

、
JE

T
, 

C
/P

 

都
市

計
画

管
理

に
関

す
る

検
討

協
議

を
ど

う
評

価
し

て
い

る
か

。
 

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

到
達

点
を

模
索

中
で

あ
る

。
 

・
 

都
市

計
画

管
理

の
分

野
は

、
問

題
が

幅
広

く
分

散
し

て
お

り
、
全

体
の

状
況

図
を

描
き

問
題

を
特

定
す

る
の

が
難

し
く

、
取

り
扱

う
ト

ピ
ッ

ク
を

限
定

す
べ

き
。

 

(M
O

C
) 

・
 

都
市

計
画

管
理

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

、
①

今
の

規
制

の
枠

組
み

を
よ

り
よ

い
都

市

管
理

に
向

け
ど

う
修

正
し

て
い

く
か

に
関

す
る

提
案

、
②

他
国

の
事

例
紹

介
（

例

え
ば

都
市

再
生

機
構

の
よ

う
な

組
織
・
こ

の
よ

う
な

組
織

が
ベ

ト
ナ

ム
に

も
あ

る

と
有

益
で

あ
る

）
で

あ
る

。
何

ら
か

の
方

向
性

を
出

し
た

い
。

(M
O

C
) 

・
 

管
理

に
関

す
る

事
項

は
幅

広
い

の
で

、
直

接
計

画
策

定
に

関
係

す
る

部
分

の
み

マ

ニ
ュ

ア
ル

に
盛

り
込

む
べ

き
で

あ
る

。
地

方
政

府
の

能
力

に
大

き
く

左
右

さ
れ

る

た
め

、
提

言
に

と
ど

ま
る

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う

。
(M

G
T

) 

 

C
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・
 

都
市

管
理

は
制

度
と

組
織

が
一

体
に

な
っ

て
い

る
必

要
が

あ
り

、
空

間
計

画
か

ら

制
度

に
結

び
つ

い
て

変
え

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
そ

こ
ま

で
な

か
な

か

到
達

で
き

な
い

。
(J

E
T

) 

・
 

V
IA

P
は

M
O

C
か

ら
依

頼
さ

れ
て

制
度

検
討

も
実

施
し

て
い

る
が

、
主

要
業

務
で

は
な

い
。

(J
E

T
) 

V
U

P
T

C
の

実
施

計
画

に
記

載
さ

れ
る

べ
き

こ
と

は
何

か
。
実

施
計

画
が

検
討

さ
れ

て
い

る
か

。
 

 
・

 
詳

細
を

決
定

し
、

設
立

に
向

け
た

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
(M

G
T

) 
M

G
T

 

（
成

果
の

達
成

度
）
成

果
達

成
を

阻
害

し
た

要
因

は
あ

る
か

 

都
市

計
画

マ
ニ

ュ
ア

ル
(案

)作

成
、
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

実
施

に
あ

た
り

支
障

と
な

っ
た

こ
と

は
あ

る
か

。
 

 
・

 
仕

事
の

ス
タ

イ
ル

、
法

規
制

、
文

化
慣

習
の

違
い

。
 

・
 

専
門

家
の

ア
サ

イ
ン

が
細

切
れ

で
十

分
に

吸
収

で
き

な
い

、
学

ば
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

こ
と

の
量

に
対

し
て

不
十

分
。

タ
イ

ミ
ン

グ
が

合
わ

な
い

こ
と

も
あ

る
。

 

・
 

地
図

や
デ

ー
タ

の
入

手
に

時
間

が
か

か
る

。
デ

ー
タ

収
集

は
そ

れ
ぞ

れ
の

省
庁

が

ば
ら

ば
ら

に
行

な
っ

て
お

り
、

統
一

さ
れ

た
も

の
で

も
な

い
。

 

・
 

C
/P
の

正
式

ア
サ

イ
ン

や
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

サ
イ

ト
の

正
式

決
定

ま
で

相
手

側
と

の
事

前
準

備
が

で
き

な
い

。
(J

E
T

) 

・
 

実
質

的
な

内
容

が
非

常
に

目
新

し
い

も
の

で
あ

り
、
期

待
さ

れ
る

レ
ベ

ル
に

達
す

る
の

が
難

し
い

。
(C

/S
) 

・
 

空
間

デ
ザ

イ
ン

し
か

経
験

が
な

く
、
社

会
経

済
計

画
と

空
間

計
画

、
分

析
結

果
と

計
画

と
を

結
び

つ
け

る
視

点
が

不
足

し
て

い
る

。
(J

E
T

) 

・
 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
の

困
難

は
地

元
で

の
異

な
る

セ
ク

タ
ー

、
部

局
間

の
調

整
 

(M
G

T
) 

JE
T

, C
/P

 

都
市

計
画

管
理

に
関

す
る

提
案

を
検

討
・
作

成
す

る
上

で
支

障
に

な
っ

て
い

る
こ

と
は

あ
る

か
。

 

 
・

 
V

IA
P
は

管
理

に
関

し
て

調
査

検
討

す
る

上
で

妥
当

な
相

手
で

は
な

い
こ

と
が

判

明
し

た
た

め
、
ハ

イ
ヅ

ォ
ン

市
の

外
郭

団
体

に
依

頼
し

都
市

計
画

管
理

に
関

す
る

現
況

分
析

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
し

て
い

る
。

(J
E

T
) 

・
 

日
本

人
専

門
家

に
も

ベ
ト

ナ
ム

の
状

況
を

理
解

す
る

の
は

難
し

い
。

時
間

が
短

く
、
必

要
な

課
題

を
カ

バ
ー

で
き

な
い

。
地

方
都

市
と

中
央

省
庁

と
を

結
び

つ
け

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(M
O

C
) 

・
 

問
題

が
幅

広
く

分
散

し
て

お
り

、
全

体
の

状
況

図
を

描
き

問
題

を
特

定
す

る
の

が

難
し

い
。

(M
O

C
) 

C
/P

, J
E

T
 

（
因

果
関

係
）
成

果
を

産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
で

あ
っ

た
か

 

想
定

外
の

活
動

、
不

要
な

活
動

は

あ
っ

た
か

。
 

 
副

大
臣

の
認

識
の

深
ま

り
に

よ
り

、
都

市
計

画
管

理
の

比
重

が
増

し
た

。
 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
等

を
追

加
し

た
。

 

不
要

な
活

動
は

な
い

。
 

P
R

G
.R

, 

月
報

, C
/P

, 

JE
T
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（
因

果
関

係
）
成

果
を

産
出

す
る

た
め

に
十

分
な

投
入

で
あ

っ
た

か
 

投
入

(専
門

家
、

資
機

材
）

不
足

が
原

因
で

達
成

で
き

て
い

な
い

成
果

は
あ

る
か

。
 

成
果

達
成

の
た

め
に

想
定

を
超

え
て

は
る

か
に

多
く

の
投

入
を

要
し

て
い

る
活

動
は

あ
る

か
。

 

 
・

 
日

本
人

専
門

家
の

ア
サ

イ
ン

が
短

く
、
活

動
を

終
え

な
い

ま
ま

去
っ

て
し

ま
う

こ

と
が

あ
る

。
新

し
い

こ
と

を
学

ぶ
際

に
は

、
特

に
時

間
が

短
す

ぎ
る

。
(C

/S
, M

G
T

) 

・
 

1人
し

か
長

期
専

門
家

が
お

ら
ず

、
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
比

較
し

て
少

な
い

。
研

修
V

U
P

T
C
設

立
後

、
能

力
向

上
の

専
門

家
は

と
て

も
重

要
に

な
る

。
(M

G
T

) 

C
/P

 

（
因

果
関

係
）
活

動
か

ら
成

果
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現
時

点
で

も
正

し
い

か
。
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
な

い
か

。
 

（
設

定
な

し
）

 

ハ
イ

ヅ
ォ

ン
省
・
ハ

イ
ヅ

ォ
ン

市

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

協
力

的
か

 

情
報

提
供

、
C

/P

の
ア

サ
イ

ン
、
執

務
環

境
提

供
、
各

種
W

/S
や

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

へ
の

参
加

は
十

分
か

。
 

・
 

情
報

収
集

は
や

や
時

間
を

要
し

た
が

、
C

/P
の

ア
サ

イ
ン

、
執

務
環

境
提

供
、

各

種
W

/S
や

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

へ
の

参
加

の
点

に
お

い
て

積
極

的
・

協
力

的
で

あ
る

。

(J
E

T
) 

・
 

ハ
イ

ヅ
ォ

ン
市

は
外

部
に

対
し

て
も

協
力

を
惜

し
ま

な
い

。
(J

E
T

) 

P
R

G
.R

, 

月
報

, J
E

T
 

ベ
ト

ナ
ム

側
が

必
要

な
予

算
を

措
置

し
て

い
る

か
(光

熱
水

費
、

通
信

費
、
交

通
費

、
日

当
宿

泊
費

、

W
/S
等

会
議

費
、
資

料
代

、
講

師

謝
金

、
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン

ト
等

傭
人

費
等

) 

コ
ス

ト
負

担
の

内
容

が
明

確
に

合
意

さ
れ

て
い

る
か

 

機
材

供
与

は
日

本
、

研
修

室
の

改
修

等
は

ベ
ト

ナ
ム

側
。

 
C

/P
, J

E
T

 

合
意

さ
れ

た
負

担
内

容
が

タ
イ

ミ
ン

グ
・
量

の
面

で
適

切
に

支
弁

さ
れ

て
い

る
か

 

・
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

フ
ァ

ン
ド

予
算

の
実

際
の

配
布

が
遅

れ
る

こ
と

が
あ

る
た

め
、

V
IA

P
の

独
自

資
金

で
一

時
的

に
立

て
替

え
た

り
し

て
い

る
。

(M
G

T
) 

C
/P

, J
E

T
 

(タ
イ

ミ
ン

グ
)計

画

に
沿

っ
て

活
動

を
行

う
た

め
に

過
不

足
な

い
量
・
質

の
投

入
が

タ

イ
ミ

ン
グ

よ
く

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。
 

資
機

材
の

量
や

質
、
供

与
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

悪
く

活
動

に
支

障
を

来
し

た
こ

と
は

な
か

っ
た

か
。

 

 
資

機
材

の
量

、
種

類
は

何
度

も
議

論
し

て
決

め
た

の
で

ニ
ー

ズ
と

合
致

し
て

い
る

。
 

(M
G

T
) 

車
の

登
録

が
よ

う
や

く
済

ん
だ

が
、
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

に
使

用
す

る
こ

と
を

意
図

し
て

い
た

た
め

、
若

干
遅

き
に

失
し

た
感

が
あ

る
。

(J
E

T
) 

C
/P

, J
E

T
 

専
門

家
派

遣
の

タ
イ

ミ
ン

グ
や

期
間

は
効

果
的

で
あ

っ
た

か
。
最

善
の

ア
レ

ン
ジ

を
す

る
た

め
に

何
が

ネ
ッ

ク
か

。
 

  

・
 

ア
サ

イ
ン

が
細

切
れ

で
滞

在
中

の
限

ら
れ

た
期

間
の

中
で

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

調
整

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
グ

ル
ー

プ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
が

必
要

な
場

面
が

多
く

、

日
程

調
整

が
難

し
い

。
(J

E
T

, M
G

T
) 

・
 

ベ
ト

ナ
ム

側
も

頻
繁

に
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

変
更

に
な

る
。

(J
E

T
) 

・
 

日
本

人
専

門
家

は
長

期
滞

在
型

に
し

た
方

が
い

い
。
軸

と
な

る
人

が
い

る
べ

き
で

あ
る

。
(J

E
T

) 

・
 

 

P
R

G
.R

, 

月
報

 

C
/P

, J
E

T
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5項
目
そ
の
他

 
評

価
設

問
 

判
断

基
準
・
方

法
 

調
査

結
果

 
情

報
源

 

・
 

ス
ピ

ー
ド

ア
ッ

プ
の

た
め

に
、

日
本

人
専

門
家

の
よ

り
長

期
の

派
遣

を
求

め
た

い
。
都

市
計

画
管

理
に

つ
い

て
も

っ
と

日
本

人
専

門
家

か
ら

の
支

援
が

得
ら

れ
れ

ば
よ

い
。

(M
G

T
) 

本
邦

研
修

の
タ

イ
ミ

ン
グ
・
内

容

は
よ

か
っ

た
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
・
内

容
を

考
慮

し
た

研
修

で
あ

っ
た

か
。

 

内
容

に
つ

い
て

は
概

し
て

評
価

は
高

い
。

 

・
 

日
本

へ
の

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
は

も
っ

と
増

や
す

べ
き

で
あ

る
。

V
IA

P
職

員
は

80
0

名
お

り
、

年
に

1回
で

は
少

な
い

。
(M

G
T

) 

・
 

両
国

比
較

に
よ

り
新

し
い

ア
イ

デ
ア

、
視

点
を

得
ら

れ
、
日

本
の

都
市

計
画

の
理

由
や

背
景

を
理

解
す

る
の

に
役

立
つ

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
都

市
管

理
の

要
素

は

当
初

は
小

さ
か

っ
た

が
、

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
後

、
そ

の
重

要
性

を
理

解
し

た
。

(M
G

T
) 

・
 

研
修

か
ら

得
ら

れ
た

も
の

が
多

か
っ

た
。
理

論
だ

け
で

は
な

く
実

際
を

見
ら

れ
た

こ
と

も
深

い
理

解
に

役
立

っ
た

。
 

評
価

会
資

料
, 
月

報
, 

P
R

G
.R

 

C
/P

 

（
タ

イ
ミ

ン
グ

）
投

入

は
成

果
を

産
出

す
る

た
め

に
十

分
活

用
さ

れ
て

い
る

か
 

目
的

外
使

用
さ

れ
て

い
る

、
ま

た

は
活

用
さ

れ
て

い
な

い
資

機
材

は
な

い
か

。
 

 
小

ス
ク

リ
ー

ン
2脚

、
サ

ー
バ

ー
1台

が
未

設
置

で
あ

っ
た

が
、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
中

に
設

置
さ

れ
た

。
 

C
/P

, 
観

察
 

本
邦

研
修

が
具

体
的

な
ア

ク
シ

ョ
ン
（

行
動

変
化

）
に

結
び

付
い

た
こ

と
は

何
か

あ
る

か
。

 

評
価

会
で

の
意

見
が

実
行

に
移

さ
れ

て
い

る
か

。
 

そ
の

他
研

修
成

果
を

取
り

入
れ

た
こ

と
が

あ
る

か
。

 

意
識

啓
発

に
加

え
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

も
影

響
を

及
ぼ

し
つ

つ
あ

る
。

 

・
 

都
市

計
画

管
理

の
重

要
性

に
気

づ
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

で
の

ウ
ェ

イ
ト

が
高

ま

っ
て

い
る

。
 

・
 

歴
史

的
環

境
保

全
に

関
心

を
持

ち
、

職
場

内
で

紹
介

し
た

。
(M

G
T

) 

・
 

日
本

の
都

市
管

理
は

非
常

に
よ

く
、
ベ

ト
ナ

ム
は

学
ぶ

べ
き

で
あ

る
。
本

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
で

都
市

管
理

の
要

素
は

当
初

は
小

さ
か

っ
た

が
、

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
後

、

そ
の

重
要

性
を

理
解

し
た

。
(M

G
T

) 

本
邦

研
修

評
価

会
資

料
、

 

C
/P

( 本
邦

研
修

参
加

者
) 

（
コ

ス
ト

）
成

果
及

び

プ
ロ

目
の

達
成

は
投

入
予

定
の

コ
ス

ト
に

見
合

っ
た

も
の

か
 

そ
の

他
、
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
改

善
の

余
地

の
あ

っ
た

投
入
（

専
門

家
派

遣
、
本

邦
研

修
）
は

な
い

か
。 

C
/P
の

専
門

家
に

対
す

る
評

価
 

・
 

仕
事

を
す

る
態

度
も

よ
く

、
専

門
性

も
高

く
、

献
身

的
で

あ
る

。
議

論
を

通
じ

て
多

く
を

学
ん

だ
。

数
名

英
語

能
力

の
不

十
分

な
専

門
家

が
あ

っ
た

。
(M

G
T

) 

C
/P

 

本
邦

研
修

評
価

会
で

の
評

価
・
改

善
意

見
の

有
無

 

・
 

本
邦

研
修

は
短

期
間

だ
っ

た
が

と
て

も
有

効
だ

っ
た

。
理

論
の

み
な

ら
ず

実
際

を
見

る
こ

と
が

で
き

た
し

、
専

門
家

と
も

直
接

話
し

た
。

歴
史

的
な

建
物

や
地

区
の

保
存

に
つ

い
て

も
意

識
が

高
ま

っ
た

。
(M

G
T

) 

本
邦

研
修

評
価

会
資

料
、

C
/P

 

ｲ
ﾝ
ﾊﾟ

ｸﾄ

（
予

測
）

 

（
上

位
目

標
の

達
成

予
測

）
投

入
・
成

果
の

実
績

、
活

動
の

状
況

に

研
修

受
講

対
象

と
な

る
地

方
人

民
委

員
会

の
都

市
計

画
担

当
職

員
数

は
。

 

 
ま

だ
明

確
化

し
て

い
な

い
。

 

・
 

さ
ま

ざ
ま

な
部

署
か

ら
の

参
加

者
で

、
計

画
部

署
、

建
設

部
署

な
ど

を
含

め
、

一
つ

の
市

、
省

あ
た

り
20

人
程

度
に

な
ろ

う
。

(M
G

T
) 

C
/P

 

－　－44



 

 

5項
目
そ
の
他

 
評

価
設

問
 

判
断

基
準
・
方

法
 

調
査

結
果

 
情

報
源

 

照
ら

し
合

わ
せ

て
、
上

位
目

標
は

、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

の
効

果
と

し
て

発
現

が
見

込
ま

れ
る

か
（

事
後

の
評

価
で

効

果
の

検
証

が
で

き
る

か
）

 

一
人

前
に

育
成

す
る

の
に

必
要

な
期

間
は

ど
の

程
度

を
想

定
す

る
か

。
 

地
方

で
ど

こ
ま

で
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

す
か

(V
IA

P
支

援
の

程
度

の
想

定
は

。

一
部

外
部

委
託

の
可

能
性

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
)。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
3年

間
で

育
成

で
き

る
人

数
が

少
な

す
ぎ

な
い

か
。

 

・
 

一
人

前
の

交
通

計
画

プ
ラ

ン
ナ

ー
を

育
成

す
る

に
は

教
科

書
だ

け
で

は
な

く
実

務
経

験
を

含
め

2～
3年

は
必

要
で

、
そ

れ
で

も
講

師
を

務
め

る
に

は
足

り
な

い
レ

ベ
ル

で
あ

る
。
講

師
も

少
し

ず
つ

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
し

て
い

く
過

程
が

今
後

必
要

で
あ

ろ
う

。
(J

E
T

) 

・
 

プ
ラ

ン
ナ

ー
は

5年
以

上
の

学
習

に
加

え
て

実
務

経
験

が
必

要
で

あ
る

。
計

画
経

済
に

基
づ

い
た

古
い

方
法

論
か

ら
考

え
方

を
変

え
る

の
に

3～
4年

は
か

か
る

。

(M
/T

) 

・
 

研
修

の
内

容
は

、
プ

ラ
ン

ナ
ー
（

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
）
向

け
と

行
政

職
員

向
け

と

の
2タ

イ
プ

を
想

定
し

て
い

る
。

(J
E

T
) 

C
/P

, J
E

T
 

現
在

想
定

さ
れ

て
い

る
研

修
内

容
が

十
分

か
つ

適
切

か
。

 

 
ア

イ
デ

ア
、

議
論

の
段

階
で

あ
る

。
 

・
 

大
学

と
は

異
な

る
実

務
的

な
研

修
を

提
供

し
た

い
。

(M
G

T
) 

・
 

V
U

P
T

C
の

セ
ー

ル
ス

ポ
イ

ン
ト

は
、
新

し
い

概
念

を
取

り
込

ん
だ

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
を

取
り

込
み

、
実

施
し

て
い

く
こ

と
で

あ
る

。
(M

O
C

) 

・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

準
拠

し
、

徐
々

に
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
し

て
い

く
。

(M
/T

) 

・
 

研
修

内
容

に
は

、
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
実

施
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
、
都

市
管

理
を

含
め

た
い

。
研

修
教

材
に

は
、
①

都
市

計
画

策
定

、
②

都
市

計
画

管
理

、
③

特
別

テ
ー

マ
（

資
金

、
G

IS
、
住

民
参

加
、
土

地
取

得
等

）
が

考
え

ら
れ

る
。

(M
G

T
) 

・
 

都
市

デ
ザ

イ
ン

、
気

候
変

動
適

応
、
交

通
計

画
、
洪

水
問

題
へ

の
対

処
、
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
住

宅
等

の
短

期
の

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。
(M

/T
) 

・
 

計
画

策
定

方
法

や
新

し
い

知
識

を
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
す

る
た

め
の

re
fr

es
hi

ng
コ

ー

ス
も

重
要

。
(M

/T
) 

C
/P

 

（
因

果
関

係
）
上

位
目

標
と

プ
ロ

目
は

乖
離

し
て

い
な

い
か

 

都
市

計
画

管
理

に
関

す
る

研
修

講
師

育
成

や
教

材
等

作
成

を
誰

が
ど

の
よ

う
に

行
う

か
。

 

 
・

 
講

師
候

補
は

、
M

O
C

, V
IA

P
の

専
門

性
の

高
い

人
、

そ
の

他
専

門
家

が
考

え
ら

れ
る

。
(C

/S
) 

・
 

V
IA

P
で

は
な

く
こ

の
分

野
に

責
任

を
有

す
る

他
の

組
織

や
市

、
地

方
自

治
体

、

中
央

省
庁

と
関

連
組

織
を

主
体

と
す

る
、

あ
る

い
は

巻
き

込
む

こ
と

を
考

え
る

べ
き

。
都

市
計

画
管

理
に

つ
い

て
は

、
V

U
P

T
C
と

の
関

係
で

は
ま

だ
は

っ
き

り

し
た

こ
と

は
言

え
ず

、
時

期
尚

早
で

あ
る

。
(M

O
C

) 

C
/P

, J
E

T
 

（
因

果
関

係
）
プ

ロ
目

か
ら

上
位

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
、
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
。
外

部
条

地
方

人
民

委
員

会
都

市
計

画
部

門
の

組
織

強
化
・
関

連
部

門
と

の

連
携

強
化

や
制

度
整

備
の

取
組

が
な

さ
れ

て
い

る
／

な
さ

れ
る

予
定

か
。

 

 
（

上
位

目
標

を
ス

ー
パ

ー
ゴ

ー
ル

に
し

た
こ

と
に

伴
い

、
外

部
条

件
も

変
更

）
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件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

 

V
U

P
T

C
が

継
続

的
に

研
修

を
実

施
す

る
見

込
み

か
 

組
織

の
確

立
・
予

算
措

置
・
人

員
配

置
の

計
画

の
有

無
、

検
討

状
況

 

V
U

P
T

C
活

動
の

支
援

を
行

な
っ

て
い

く
旨

、
副

大
臣

よ
り

JC
C
で

言
及

が
あ

っ
た

が
、

V
IA

P
自

ら
の

継
続

性
確

保
の

取
り

組
み

の
方

向
性

は
明

確
で

は
な

い
。

 

・
 

M
O

C
下

の
V

IA
P
の

下
に

位
置

づ
け

ら
れ

る
の

で
、

M
O

C
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ベ

ル
の

政
府

決
定

が
必

要
で

あ
る

。
公

式
決

定
が

あ
れ

ば
、

V
U

P
T

C
は

維
持

継
続

で

き
る

。
(M

G
T

) 

・
 

後
継

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
、

V
U

P
T

C
及

び
省
・
市

で
の

研
修

実
施

な
ど

の
支

援
を

期

待
す

る
。

(M
G

T
) 

・
 

資
金

、
組

織
、
機

能
な

ど
、
運

営
を

ど
う

す
る

か
が

問
題

で
あ

る
。

V
U

P
T

C
は

研

修
コ

ー
ス

に
対

し
修

了
証

、
単

位
取

得
証

明
書

を
出

せ
る

よ
う

に
す

る
の

が
よ

い
。

(C
/S

) 

・
 

継
続

発
展

さ
せ

て
い

く
の

は
難

し
い

。
最

初
か

ら
大

き
く

ス
タ

ー
ト

す
る

の
で

は

な
く

、
ま

ず
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

の
研

修
を

行
い

、
徐

々
に

発
展

さ
せ

て
い

く

の
が

よ
い

。
(M

O
C

) 

・
 

V
IA

P
は

専
門

性
、

計
画

策
定

能
力

は
あ

る
も

の
の

、
研

修
を

実
施

す
る

機
関

と

し
て

機
能

し
続

け
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

な
い

。
(W

B
) 

副
大

臣
 

C
/P

(V
IA

P
, 

M
O

C
) 

W
B

 

都
市

計
画

管
理

に
関

す
る

法
制

度
整

備
の

見
込

は
。

 

法
制

度
整

備
の

政
策

文
書

や
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
が

あ
る

か
。

 

・
 

M
O

C
は

規
制

枠
組

み
を

再
検

討
中

で
あ

り
、
都

市
管

理
に

適
す

る
よ

う
に

政
令

を

修
正

し
て

い
き

た
い

意
向

で
あ

る
。

(M
O

C
) 

C
/P

 

(M
O

C
) 

（
波

及
効

果
）
上

位
目

標
以

外
の

効
果
・
影

響

が
想

定
さ

れ
る

か
。
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

を
軽

減
す

る
対

策
は

と
ら

れ
て

い
る

か
。

 

都
市

計
画

策
定

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

や
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

実
施

に
あ

た
り

社
会
・
環

境
配

慮
の

点

に
つ

い
て

十
分

留
意
・
配

慮
さ

れ

て
い

る
か

 

計
画

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
に

環

境
・
社

会
配

慮
が

組
み

込
ま

れ
て

い
る

か
。

 

 

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

S
E

A
が

取
り

扱
わ

れ
て

い
る

。
 

H
IS
や

コ
ミ

ュ
ー

ン
調

査
を

通
じ

て
社

会
配

慮
の

視
点

が
盛

り
込

ま
れ

て
い

る
。

 

 

P
R

G
.R

, 

月
報

, W
/S

資
料

, 
マ

ニ
ュ

ア
ル

 

自
立

発

展
性

(見

込
み

) 

（
政

策
・
制

度
面

）
政

策
支

援
は

協
力

終
了

後
も

継
続

す
る

か
 

都
市

計
画

人
材

育
成

の
方

針
を

述
べ

た
政

策
文

書
は

あ
る

か
。

 

 
20

10
年

10
月

、
ベ

ト
ナ

ム
政

府
に

よ
り

、
都

市
計

画
分

野
の

管
理

職
レ

ベ
ル

の
人

材
育

成
に

注
力

す
る

政
策

方
針

が
決

定
さ

れ
た

。
 

政
府

決
定

文
書
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（
政

・
制

）
関

連
規

制
・
法

制
度

は
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。
整

備
さ

れ
る

予
定

か
 

都
市

計
画

法
関

連
制

度
の

整
備

状
況

は
。

 

地
方

建
設

計
画

策
定

の
見

通
し

や
方

針
に

関
す

る
政

策
文

書
は

あ
る

か
。

 

 
・

 
建

築
基

準
法

の
改

定
作

業
中

で
あ

る
。

(J
E

T
) 

・
 

ゾ
ー

ニ
ン

グ
プ

ラ
ン

は
法

に
導

入
さ

れ
た

が
、

そ
の

中
身

は
検

討
中

。
(J

E
T

) 

・
 

M
O

C
は

規
制

枠
組

み
を

再
検

討
中

で
あ

り
、
都

市
管

理
に

適
す

る
よ

う
に

政
令

を

修
正

し
て

い
き

た
い

意
向

で
あ

る
。

(M
O

C
) 

JE
T

, C
/P

 

( 
M

O
C

) 

（
組

織
・
財

政
面

）
協

力
終

了
後

も
効

果
を

あ
げ

て
い

く
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
に

足
る

組
織

能
力

は
あ

る
か

(人
材

配
置

・
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
等

）
 

セ
ン

タ
ー

と
い

う
形

態
を

と
ら

な
け

れ
ば

一
貫

し
た

十
分

な
人

材
育

成
が

困
難

か
。

 

従
来

の
都

市
計

画
人

材
育

成
シ

ス
テ

ム
の

活
用

で
は

何
が

不
十

分
か

。
 

 
V

U
P

T
C
組

織
概

要
は

ま
だ

議
論

の
段

階
で

あ
り

、
V

U
P

T
C
を

V
IA

P
下

に
置

く
こ

と
の

合
理

性
・

妥
当

性
を

検
討

中
で

あ
る

。
 

・
 

学
生

向
け

の
研

修
コ

ー
ス

は
あ

る
が

、
実

務
者

向
け

の
も

の
は

今
ま

で
な

か
っ

た
。

(M
G

T
) 

・
 

M
in

is
tr

y 
of

 E
du

ca
ti

on
 a

nd
 T

ra
in

in
gは

、
V

IA
P
を

P
hD

を
授

与
す

る
こ

と
の

で

き
る

機
関

に
認

定
し

て
い

る
。

(M
G

T
) 

・
 

多
く

の
組

織
が

関
与

す
る

と
設

立
が

難
し

く
な

る
の

で
、

V
IA

P
だ

け
で

シ
ン

プ

ル
に

立
ち

上
げ

る
と

よ
い

。
(M

G
T

) 

・
 

建
築

大
学

や
In

st
it

ut
e 

of
 U

rb
an

 M
an

ag
er

’s
 T

ra
in

in
gな

ど
が

あ
る

が
、

理
論

と

実
務

を
結

び
つ

け
る

た
め

に
V

U
P

T
C
は

V
IA

P
下

に
お

く
必

要
が

あ
る

。
(M

G
T

) 

・
 

新
し

い
ソ

フ
ト

の
使

い
方

を
教

え
る

ク
ラ

ス
や

大
学

は
そ

れ
ほ

ど
多

く
は

な
い

。

地
方

自
治

体
に

教
え

る
ク

ラ
ス

が
必

要
で

あ
る

。
(C

/S
) 

・
 

計
画

策
定

を
担

う
V

IA
P
下

に
V

U
P

T
C
を

お
く

の
は

妥
当

で
あ

る
。

(M
O

C
) 

C
/P

 

(V
IA

P
, 

M
O

C
),

 

JE
T

 

（
組
・
財

）
経

常
経

費

を
含

む
予

算
の

確
保

は
行

わ
れ

て
い

る
か

。
 

現
在

の
都

市
計

画
研

修
関

連
予

算
、
都

市
計

画
策

定
予

算
は

確
保

さ
れ

て
い

る
か

。
十

分
か

。
 

 
計

画
策

定
予

算
は

都
市

の
等

級
に

よ
り

定
め

ら
れ

て
お

り
、

省
か

ら
配

布
さ

れ
る

。
 

・
 

地
方

に
は

意
識

は
あ

っ
て

も
権

限
や

財
源

が
な

い
こ

と
が

多
い

。
(J

E
T

) 

・
 

財
政

力
の

あ
る

自
治

体
は

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
作

成
を

外
注

す
る

。
(J

E
T

) 

・
 

本
来

な
ら

ば
海

外
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

に
依

頼
し

た
い

が
、

委
託

費
が

高
い

の
で

、

仕
方

な
く

V
IA

P
に

依
頼

し
て

い
る

。
(J

E
T

) 

JE
T

 

(組
・
財

)プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
実

施
に

よ
り

将
来

の
予

算
が

増
え

る
可

能
性

は
ど

の
程

度
あ

る
か

。
予

算
確

保
の

た

め
の

対
策

は
十

分
か

 

V
U

P
T

C
の

維
持

運
営

予
算

(M
O

C
)及

び
地

方
人

民
委

員
会

職
員

研
修

予
算

確
保

及
び

措
置

見
込

み
は

あ
る

か
。

 

 
V

U
P

T
C
活

動
の

支
援

を
行

な
っ

て
い

く
旨

、
副

大
臣

よ
り

JC
C
で

言
及

が
あ

っ
た

が
、

財
務

面
で

の
自

立
発

展
性

確
保

の
重

要
性

は
V

IA
P
も

認
識

し
て

い
る

も
の

の
具

体
策

は
議

論
段

階
で

ま
だ

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
。
当

初
は

政
府

や
ド

ナ
ー

か
ら

の
資

金
支

援
を

受
け

、
徐

々
に

自
立

し
て

い
く

意
見

が
主

で
あ

る
。

 

・
 

設
立

後
、

V
IA

P
が

資
金

を
調

達
し

て
V

U
P

T
C
を

運
営

し
て

い
く

。
(M

G
T

) 

・
 

M
O

C
は

能
力

向
上

の
予

算
が

な
く

、
組

織
自

体
を

強
化

す
る

財
政

シ
ス

テ
ム

が
必

要
で

あ
る

。
V

U
P

T
C
の

目
的

、
ビ

ジ
ョ

ン
を

明
確

に
し

、
設

立
後

１
～

３
年

の
追

加
的

支
援

を
期

待
す

る
。

(M
/T

, M
O

C
, M

G
T

) 

・
 

コ
ー

ス
が

充
実

し
て

く
れ

ば
、
参

加
者

か
ら

研
修

費
用

を
徴

収
で

き
る

。
本

当
に

副
大

臣
, 

C
/P
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質
が

高
く

ニ
ー

ズ
に

見
合

っ
た

よ
い

研
修

コ
ー

ス
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

研
修

費
用

を
払

っ
て

で
も

受
講

し
に

く
る

。
(M

/T
) 

・
 

地
方

公
務

員
に

対
す

る
研

修
費

用
は

国
家

予
算

で
賄

わ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。

(M
/T

) 

・
 

地
方

へ
の

研
修

予
算

は
、

M
O

C
に

も
V

IA
P
に

も
な

く
、

地
方

予
算

か
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

予
算

し
か

な
い

。
研

修
参

加
者

が
負

担
す

べ
き

だ
が

、
資

産
の

な
い

人
も

受

講
で

き
る

よ
う

何
ら

か
の

支
援

・
措

置
が

必
要

で
あ

る
。

(M
G

T
) 

・
 

V
U

P
T

C
が

研
修

収
入

を
得

る
た

め
に

は
、
研

修
の

質
を

高
め

る
努

力
だ

け
で

は
な

く
、

広
報

や
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

が
必

要
と

な
る

。
(M

/T
) 

(技
術

面
)プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

で
用

い
ら

れ
る

技
術

移
転

の
手

法
は

受
容

さ
れ

つ
つ

あ
る

か
(技

術
レ

ベ
ル

、
社

会
的

・
慣

習
的

要
因

等
) 

難
し

す
ぎ

る
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

短
期

間
の

間
に

は
十

分
に

習
得

で
き

な
い

技
術

は
含

ま
れ

て
い

な
い

か
。

 

 
・

 
体

系
的

な
総

論
の

理
解

は
不

足
し

て
い

る
。
全

体
の

シ
ス

テ
ム

は
社

会
の

し
く

み

と
連

動
し

て
お

り
吸

収
に

時
間

が
か

か
る

。
こ

の
た

め
、
計

画
プ

ロ
セ

ス
の

合
理

性
が

理
解

で
き

な
い

。
計

画
策

定
の

筋
立

て
、
ス

テ
ッ

プ
、
分

析
を

是
非

と
も

理

解
し

て
ほ

し
い

。
(J

E
T

) 

・
 

都
市

計
画

実
施

の
管

理
は

非
常

に
難

し
い

。
日

本
人

専
門

家
に

も
ベ

ト
ナ

ム
の

状

況
を

理
解

す
る

の
は

難
し

い
。
最

重
要

課
題

の
一

つ
で

あ
る

が
時

間
が

短
く

、
必

要
な

課
題

を
カ

バ
ー

で
き

な
い

の
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
を

延
長

し
て

ほ
し

い
。

 (
M

O
C

) 

・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
実

施
の

た
め

の
専

門
性

が
不

足
し

て
い

る
の

で
、
も

っ
と

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
よ

い
。
内

容
を

ス
リ

ム
に

し
、
主

要
な

部
分

に
フ

ォ
ー

カ

ス
し

て
よ

り
実

用
的

な
も

の
に

す
る

べ
き

で
あ

る
。

例
え

ば
、

H
IS
の

質
問

票
は

量
が

多
す

ぎ
、
調

査
を

行
う

側
に

と
っ

て
も

回
答

す
る

側
に

と
っ

て
も

大
変

な
の

で
最

低
限

必
要

な
内

容
に

絞
り

込
ん

だ
方

が
よ

い
。
農

村
部

で
は

識
字

率
が

低
い

こ
と

も
考

慮
す

べ
き

で
あ

る
。

(M
/T

) 

C
/P

, J
E

T
 

（
技

）
資

機
材

の
維

持

管
理

は
適

切
か

 

 
 

供
与

さ
れ

た
ば

か
り

の
も

の
が

多
い

。
特

に
現

段
階

で
は

問
題

は
見

当
た

ら
な

い
。

 
観

察
 

（
技

）
実

施
機

関
が

普

及
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

維
持

で
き

る
可

能
性

は
ど

の
程

度
あ

る
か

 

講
師

の
能

力
維

持
・
向

上
は

ど
の

よ
う

に
し

て
可

能
か

。
 

 
継

続
支

援
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

 

・
 

20
12

年
6月

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

、
１

～
３

年
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
専

門
家

が
T

O
T
を

支
援

し
て

ほ
し

い
。

現
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

T
O

T
実

施
能

力
の

吸
収

に
努

め
て

い
る

が
期

間
が

短
く

不
十

分
で

あ
る

。
(M

G
T

) 

・
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

作
成

や
教

材
作

成
、
教

授
法

に
関

す
る

日
本

の
支

援
を

期
待

し
た

い
。

(M
G

T
) 

・
 

 

C
/P
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5項
目
そ
の
他

 
評

価
設

問
 

判
断

基
準
・
方

法
 

調
査

結
果

 
情

報
源

 

・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

実
施

で
き

る
か

ど
う

か
は

ま
だ

自
信

が
な

く
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

期
間

が
必

要
で

あ
る

。
(C

/S
) 
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*第一年次: 2009 年 3 月～2010 年 6 月   第二年次:2010 年 6 月～ 
 

計画 実績 (*2009 年 3 月～ 2011 年 4 月 16 日) 情報

源 
＜R/D> 

・総括/都市計画 
・都市計画策定 
・都市計画制度/ 都

市計画管理 
・都市計画基礎調査

・関連分野調査 
・研修計画 
・業務調整 

専門分野 第一

年次 
第二

年次

計 
(MM)

プロジ

ェクト

報告書総括/ 都市計画・地域計画 4.3 3.4 7.7

空間計画/ 土地利用計画 4.5 3.4 7.9

都市環境/ 景観 2.2 2.2

都市計画制度分析/ 研修コンテンツ開発 6.5 6.5

都市計画基礎調査/ 社会調査 2.5 2.5

GIS/ 自然条件分析 (1) 2.4 2.4

都市交通計画 (1) 1.7 1.7

都市基盤施設計画 (1) 1.5 1.5

都市基盤施設計画 (2) 3.7 3.7

都市計画教育 0.7 0.7

キャパシティ・ディベロップメント/ 研修計画 3.7 3.7

地方都市行政 2.1 1.0 3.1

建築/ アーバンデザイン 1.7 1.0 2.7

地区計画 2.3 

地域開発 1.6 0.5 2.1

マニュアル作成/ ケーススタディ(1) 0.4 0.4

マニュアル作成/ ケーススタディ(2) 1.3 1.3

都市計画基礎調査/ 社会調査/ ケーススタデ

ィ管理 (3) 

 3.3 3.3

都市基盤施設計画 (3)  2.6 2.6

都市開発事業手法/ ケーススタディ管理 (4)  3.3 3.3

GIS/ 自然条件分析 (2)  2.0 2.0

都市交通計画 (2)  1.8 1.8

都市交通計画 (3)/ 研修計画 (1)  1.2 1.2

環境管理計画  2.0 2.0

都市計画制度分析  2.6 2.6

景観/ 公園・緑地計画  1.0 1.0

研修コンテンツ開発/ 研修計画 (2)  2.0 2.0

都市計画制度/ 都市計画管理 (長期専門家) 8.0 9.5 17.
5
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計画 実績 情報源
<R/D> 

(1) プロジェク
ト事務所用
機材 

(2) 研修室用機
材 

(1) プロジェクト事務所用機材 第 一 年 次
プ ロ グ レ
ス・レポー
ト、プロジ
ェ ク ト 報
告書、観察

項目 数量 金額
(US$) 

仕様

ノート PC 1 1,417 Sony Vaio VGN-FW490DFB
デスクトップ PC 3 1,734 HP Compaq dx2810 MT-E7500
コピー機 1 2,785 A3 Ricoh Aficio MP 2000LE
プリンター 1 1,667 A3 HP Laser Jet 5200N  
プリンター 1 430 A4 HP Laser Jet Printer P2055D
Fax 1 356 Panasonic KX-FLM662 
プロジェクター 1 1,957 Sony VPL-CX155
小型スクリーン 1 49 70x70 (1.78x1.78m)
スキャナ 1 280 HP Scanner Scan Jet G4050 (A4)
電話機 2 74 Panasonic KX-T2375MX 
キャビネット（高） 8 488 Hoa Phat Furniture HP1830G
キャビネット 4 156 SV802D 80cmx80cmX40cm 
専門家用椅子 4 132
専門家、スタッフ、
C/P 用椅子

10 210

専門家用机 2 112 150x75
専門家、スタッフ、
C/P 用机

4 151.96 120x60

(2) 研修室用機材
項目 数量 金額

(US$)
仕様

プロジェクター 1 2,180 Sanyo PLC-XU355A
ノート PC 3 4,330 SONY VAIO VPC-Y216 

Lenovo ThinkPad X201 
デスクトップ PC 1 1,470
3 脚スクリーン 2 480 h-pec TS84M
LED TV 1 3,260 Samsung-55”.FULL HD 
DVD プレーヤー 1 1,100 Yamaha BD-S1900
ビデオカメラ 1 1,550 HDR-XR 550E
デジタルカメラ 1 730 Sony Cyber-shot DSC-HX1 
コピー機 1 3,500 Konica Minolta Bizhub-211 
エアコン 2 4,300 Sumikura APF/APO-H500 
卓上スクリーン 40 6,640 LCD “17 Monitor HP
サーバー 1 5,480 HP ProLiant DL380 G6 
音響機器 1 3,140
電子ボード 1 2,747 PANABOARD UB-5825 
電源ケーブル一式 1 380 D-Link 300Mbits 4 port, 3 

Antenna (DIR855) 
卓上マイク 1 17,248
ワイヤレスヘッドフォ
ン

1 20,000 UHF for translation, a computer 
set 

スクリーン接続機器 1 5,850 8-port CAT5- VGA transmitter 
with audio, 1 port Mini 
CAT5-VGA receiver with audio, 
Cable cat5 

デスクトップ PC 3 VND(,000) 
63,144.6 

Microsoft Office SB 
2007＊

2 VND(,000) 
9,206.2 

UPS＊ 3 VND(,000) 
2,292 

UP Select 500VA

プロジェクター＊ 1 VND(,000) 
34,571 

Sony VPL-MX20 XGA  

＊現地調達品のため VND で表示
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